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    ＧＪ部そうせんきょ
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    「ＧＪグツジヨ部ぶそうせんきょをします！」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　霞かすみの奇き声せいがいつものように部室に響ひびき渡わたる。


    「ええと……」


    　ジンジンが読んでいた本を閉とじてから、霞に顔を向けた。


    「……それ、第一回と、どんどんぱふぱふ～、は、付かないですか？」


    「ジンジン温度低いねっ！」


    「いつもテンション高くいられる四しノの宮みや先せん輩ぱいのほうが不思議です」


    「なーなー。そーせんきょ、って、それ、なにすんのー？」


    　ケンケンが手を挙あげて訊きいてくる。いつもとちょっと違う「選挙」という言葉に興きよう味みを示している。


    「選挙すんの」


    「まんまだろ」


    「選挙を行おこなって、いったい何を決めるんでしょう？」


    「センター決めるの」


    「はい？　センターって……、なんでしょう？」


    「なーなー。センターになったら、それ、どーなんのー？」


    「センターに立てるんだよ」


    「まんまじゃん」


    「ケンケンさっきから文句言ってばっかだよ」


    「文句は言ってねーぞ。ツッコミ入れてるだけだぞ」


    「あの。霞さん？　センターというのは、どちらのことですの？」


    　指先を三本[image: ]そろえて小さく挙げつつ、聖せい羅らが訊く。


    　部室には皆の机つくえが置かれている。女じよ子し三名と男だん子し二名とで、五つの席があるから、どこかひとつは必ひつ然ぜん的てきに〝お誕生日席〟となる配置だ。


    「今日はそこ。聖羅ちゃんのとこ」


    「わたくし。本日はセンターでしたのね」


    　聖羅が感かん慨がい深げにそう言った。


    「選挙というからには投票するんですよね。どうやって投票するんでしょう？」


    「もうやってきたよ」


    「は？」


    　霞かすみはビニール袋をがさっと取りだした。中には小さな紙きれがいっぱい入っている。


    「すでに投票ずみでーす。うちの学年で。総選挙っていうからには、自分たちでやったらだめじゃない。みんなにやってもらわないとー」


    「はぁ」


    　ビニール袋の中身を机つくえの上にぶちまける。皆でちまちまと開かい票ひようしてゆく。


    　投票用紙は様々だった。ノートの切れっ端ぱしだったり、綺き麗れいに折り畳たたんであったりする。


    「このハートとかワイシャツみたいなの、いったいどうやって折るんでしょうね」


    「知らない？　教えてあげよっか？」


    「いえべつにいいですけど」


    「あ。ジンジンでた」


    「恐おそれ入ります」


    「こちらは霞さんですわ」


    「わーい」


    『またジンジンだよ』


    「なんでです？　──ていうか。まだ健けん太たが一枚も出てきませんけど。どういうことでしょう」


    「そりゃ出ないよ」


    「いったいどういうルールで投票してもらったんですか？」


    「一番と二番とで、ひとり二票ずつー」


    　投票用紙は、開票されて、仕し分わけられていった。そして集計して、数字にまとめてゆく。


    　集計結果は、部室にある大きなホワイトボードに書き出された。


    　結果は──。


    　霞＝二十七票。ジンジン＝二十七票。小こ森もりさん＝二十五票。ジル＝二十二票。聖せい羅ら＝二十一票。ケンケン＝九票。小こ手て指さしさん＝三票。


    「うわ。あたしジンジンと同率一位だ。こーゆーときどうすればいい？　ダブルセンター？」


    「それよりなんで小手指さんがいるんですか？　彼女。部員じゃないんですけど」


    「そーゆージンジンだって……、ごにょごにょ」


    「小森。三位ですわよ」


    「恐きよう縮しゆくです」


    『わたしと聖羅ちゃん。おんなじくらいだねー』


    「どうしてだー？　どうして俺おれは、九しかねえんだー？」


    「それが本気でわからないケンケンって、ある意味、スゴいよね」


    「さあ霞さん。ジンジン。こちらへどうぞ」


    　霞とジンジンは並んでお誕生日席に座った。


    　本日の部活動は、「ＧＪグツジヨ部ぶ総選挙」だった。
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    超中学生的集団・霞
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    「ＧＪグツジヨ部ぶは！　超ちよう中学生的集団を目指します！」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。急に声を張りあげて、霞かすみが立ちあがる。


    「えーと……」


    　読んでいたライトノベルにおもむろに栞しおりをはさみ、ジンジンは困こまったように皆を見回した。


    　霞の《突とつ発ぱつ性せいどんどんぱふぱふ病》の対応は、まずジンジンがやるという慣かん例れいが、なんでか、できあがってしまっていた。最近はもう、視線の譲ゆずりあい赤外線通信さえ行おこなわれない。


    　しかし今日のこれがいつものあれなのか、ジンジンには判断がつきかねていた。


    「……あのう。四しノの宮みや先せん輩ぱい。今日は〝どんどんぱふぱふー♪〟って言わないんですか？」


    「あっ！　そだ！　どんどんぱふぱふ～♪　第一回っ！　超人選手け～ん！」


    　やっぱりよかったようだ。ほっとしたのも束つかの間ま。ジンジンはすかさず突っこみに入った。


    「いったいいつ超人選手権になったんですか？　さっきは違うこと言ってましたよ。ええと、なんでしたっけ……。超、中学生……的？」


    「超中学生的集団！　──なんか超中学生っぽいところ、みつけるのっ！」


    「はあ……」


    　ようやくルールがわかった。


    「──ようするに、皆のスペックのうちで、平均的中学生から逸いつ脱だつしている部分をピックアップすればいいんですか？」


    「うん。よくわかんないけど。なんかそんなようなカンジでっ！　よきにはからえ！」


    「それでしたら僕は──」


    「失しつ格かく！　しっかく！　しっかくです！　ジンジン！　俺おれ俺おれ俺おれ俺おれ──って自分の話をしたがるのは、それ、ケンケンの仕事だよ」


    「ですわね。ジンジン。貴方あなたは控ひかえめなところが可愛かわいいのです。超ちよう雄おすになってしまったらガッカリですわ」


    「俺！　超雄なのかっ！」


    「喜よろこんでいるようですけど」


    　ジンジンは苦笑した。〝超雄〟は一般的には悪口のはずだが、ケンケンにとっては賛さん辞じとなるらしい。


    「まずは霞さんからですわね。ローテーションから言いましたら」


    「アホなとこ」


    　と、机つくえの上に足を投げだして、ケンケンが言う。


    「うっわ。直球きたよ。──ケンケンあのね。悪口大会じゃないんだよ？」


    「んだよ？　褒ほめてんじゃん？」


    「褒めてないよ！　どこがなの！」


    「まあ長所と受け取るか、短所と受け取るかは、人それぞれですから」


    「ですわね。たしかにわたくしの霞かすみのアホっぷりといえば──いえ失礼。霞さんの天てん然ねんっぷりといえば、超ちよう中学生級であるのは確かですわね」


    『霞ちゃん。じゃああれは？　数学の計算とか』


    「ん？　数字？」


    『霞ちゃん。三五一八七三かける、七九二四八五はーっ？』


    「二七八八五四〇七四四〇五」


    　ノータイムで霞は答える。


    「たしかに四しノの宮みや先せん輩ぱいの演えん算ざん能力はもの凄すごいものがありますよね」


    「べつに凄くないよ。ふつーだよ」


    「いえ。普通五桁けたも六桁もある掛け算を、暗算で、しかもノータイムでなんて、できませんよ」


    「そなの？」


    「僕だってまあ四桁くらいなら、三十秒くらいもらえれば、できるかもしれませんが」


    「なんで、すぐできないの？」


    「その線じゃ、霞さんはずっと納なつ得とくしないんじゃありませんこと？　できてしまう人間にとって、それはあたりまえのことなのですから」


    「なるほど。そうかもしれません」


    「なんかあたしを置いてけぼりにしてみんなで話をしてない？」


    「それでしたら四ノ宮先輩にも自じ覚かくがあるあたりを攻せめればいいんでしょうか？」


    「そうなりますわね」


    「では……、おほん」


    　ジンジンは口許に手をあてると、おもむろに、咳せき払ばらいをひとつした。そして──。


    「──四ノ宮先輩は、超中学生的ブラコンです」


    「ちがうもん！」


    「うお。怒おこった」


    『否定したねっ♡』


    「否定しましたね」


    「否定しましたわ」


    「ではお茶を淹いれます」


    　四ノ宮霞という女の子は──。アホガールで、数学の才能に[image: ]あふれているが、そのどちらにも自覚はなくて、中ちゆう中学生的ブラコンだということについては、ちょっぴり自覚をもっている。


    　それが本日の部活動にて判明した事実であった。
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    超中学生的集団・聖羅
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    「じゃあつぎはセラちゃんの番だよ」


    　口許についたクリームをぺろりと舐なめて、霞かすみが言う。


    　小こ森もりさんの淹いれてくれた紅茶を、うまうまと皆で飲んだ。そして本日のデザートは、ちょっぴり遠征してプチフール。一個百円の小さなケーキが、お小こ遣づかいに優しい。


    「困こまりましたわ。わたくし。普通の女の子ですから。……そんな超ちよう中学生級なところなんて」


    「まったまたー」


    　頰ほおに手をあてて首を傾かしげる聖せい羅らに、速そつ攻こうで突っこみが入る。


    「四しノの宮みや先せん輩ぱいは本当に無む自じ覚かくでしたけど。天あま使つか先輩はすこしは自覚があるんじゃないですか？」


    「さあ。存じませんわ」


    　聖羅は髪を払って微び笑しようを浮かべた。否定とも肯こう定ていとも受け取れる顔だ。


    「そうですね。心当たりが多すぎると、案外、わからないものですよね」


    「ひとり、いっこずつ言おうぜー。聖羅のなら、たくさんあんだろ」


    「はいはい！　はーい！　あたし！　セラちんの霊れい感かん。これすっごいと思うんだー！　まさに超中学生級？」


    「霊感ですか？　そういうのって、僕、ナンセンスだと思うんですよ」


    「あー……。まあねー……、ジンジンはねー……、そうかもねー……」


    「たとえば心しん霊れい現象だとか。科学的に立りつ証しようされていませんよね。なにも僕だって頭から否定しているわけではないんです。僕だってたとえば幽ゆう霊れいを見たら信じますよ。もちろん」


    「いやー……、ジンジンはねー……、たとえ幽霊がそこにいても、見えないと思うよー……」


    「まあそれはそれとして」


    「片付けた。あっさり片付けたよコイツ」


    「僕はですね。超中学生級の廃はいゲーマーなところを挙あげてみます」


    「そんなにやっていませんわ。軽く嗜たしなむ程度で」


    「ほら少しは自覚があるみたいですよ。ジル先輩はどうですか？　──すいません順番飛ばしてしまいまして」


    　ジルは笑顔で応おうじるとホワイトボードを取り出した。マーカーで、きゅきゅっと──。


    『う～ん……。聖羅ちゃん……。大人おとなっぽい？』


    「大人っぽい……ですか？　失礼ですが……。ジル先輩のほうが大人っぽい感じがしますけど」


    　ジンジンはジルのことを、頭から足先まで見た。中学三年生の彼女であるが、高校生と間違われることも多いと聞く。


    「黙だまれよ。仁じん。いま、おっぱいの話とかしてねーよ」


    「いや……、それは誰もしていないと思う……」


    　交通事故が発生した。気まずい沈ちん黙もくがその場を長なが々ながと支配する。


    　ややあって──。気を取り直したジルが、ホワイトボードに書きこんだ。


    『聖せい羅らちゃんって、大人おとなの人と話すときにも、物もの怖おじしないよね』


    「それが、なにか？」


    『すごいねー、って思うの』


    「べつに普通ですわ。子供の頃からそうでしたし。当主になってからは特に」


    「だめだよ。ジルちゃん。セラちん。ぜんぜん自じ覚かくないよ～」


    「そういえば天あま使つか先せん輩ぱいは、森もりさんも呼び捨てにしていますよね……。〝森〟って」


    「森はうちの使用人ですけど……？」


    「ほら。やっぱりぜんぜんわかってない。──つぎないの？　つぎ？」


    「こいつの使えねーオンナっぷりは、半はん端ぱねーよな」


    「なっ……!?」


    　聖羅は絶句した。ケンケンの肩かたに両手をかけて──。


    「わたくしのっ、どこがっ、使えないというんですのっ、さあおっしゃい！　おっしゃい！」


    　ケンケンは舌したを出して「てへっ」という顔で、ぐらんぐらんといいように揺ゆさぶられていた。


    　皆の反はん応のうは「あー……」という顔。それは言わないのが武ぶ士しの情なさけだよ、という顔。


    　でもそういうことを言っちゃうのがケンケンという男だん子し。


    「おまえ自分じゃなんもできねーじゃん。服かえたり。髪とかしたり。〝メンテ〟とかゆーの、ぜんぜん、だめじゃん」


    「そっ……、それはっ……、森がっ……」


    「大きいトモちゃんがいなかったら、おまえ、ダメダメじゃん」


    「そっ……、そんなこと……、あ、ありませんわ……っ」


    「じゃあ、ひとりで風ふ呂ろはいれんのか？」


    「そっ……、それはっ……」


    「メシつくれんのか？」


    「そーゆーケンケンだってお姉さんと一緒に入ってるよね。あと料理とかできないよね」


    　霞かすみの突っこみもしくは援えん護ご射しや撃げきが飛ぶが、追い詰められている聖羅の耳には届かない。


    「わ……、わたくしにだって、ひとりでできることくらい……、あ、ありますわっ！」


    「なんだよー。言ってみろよー？」


    「ひ……、ひとりで……、寝れますわ！」


    　本日の部活動、聖羅の番で判明した事実。


    　天使聖羅という女の子は──。霊れい感かんが凄すごくて、大人とも対等に話せる天使家当主ではあるものの──。森さんを〝装そう備び〟しないことには、日常生活が壊かい滅めつ的てきであるということ。
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    超中学生的集団・ジル
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    「さて。なんといいますか。次は……」


    「うん。そだね。つぎは……」


    　ジンジンと霞かすみの目が、共に向いたのは──。


    『ん？　ん？　わたし？　つぎわたしだよね？　ローテーション。いいんだよね？』


    「ジル先せん輩ぱいの場合には、ですねぇ」


    「ジルちゃんの場合にはねー」


    　ジンジンと霞は、共に困こまった顔を見合わせた。


    「はっきり言いまして。規き格かく外がいの物もの事ごとが多すぎるといいますか」


    「ジルちゃんの場合には、とくに探さがさなくても、そのままで超ちよう中学生的ってゆーか」


    『え？　わたし。ふつーです。ふつーの女の子だよ？』


    「身しん体たい能力が突とつ出しゆつしすぎてやいませんか」


    『かけっこやったら、いっつもビリだったよ？』


    「どこで？　だれと？」


    　霞が聞いた。ちなみにジルは、一年生の最初の体力測定のときに、五十メートルをうっかり六秒台で走ってしまい、陸上部から熱烈ラブコールを受けてしまった。そのくらい足が速い女の子だ。凄すごいのは足の速さだけではないのだが──。


    『カナダで。姉さんの兄妹の灰はい色いろオオカミさんたちと』


    「普通の中学生はオオカミと競きそいませんって。やはりジル先輩は超中学生的ですって」


    『ええ～っ？　……だめ？』


    「あと。それもです」


    　ジンジンが不意に、ぴしりと言った。


    『えっ？　えっ？　えっ？　……どれ？』


    　眼鏡めがねの下の鋭するどい眼がん光こうに射い貫ぬかれて、ジルはどぎまぎと視線をさまよわせる。


    「その筆談速度です」


    『え？』


    　マーカーを持つ手がぴたりと止とまる。ジルという女の子は、皆の会話に筆談でついてこれる女の子だった。ＧＪグツジヨ部ぶをはじめたころには、皆の話題から遅おくれたり、皆が待ってあげたりしていたのだが、二年間もの鍛たん錬れんを経へた最近は、そんな光こう景けいはすっかり見なくなっていた。


    「あとジルちゃんって、赤ちゃん育てるのすっごい上じよう手ずだよねー」


    　ちょうど去年のいまあたり。ジルが赤ん坊を連れてガッコに来ていたことがあった。そのベビーシッター能力は誰もが知るところである。


    「ジルちゃん。もういますぐ赤ちゃん産めちゃうよねー」


    「……四しノの宮みや先せん輩ぱい。そこは〝いますぐ育てられる〟だと思いますよ……」


    　うつむいて眼鏡めがねをしきりに直しつつ、ジンジンが訂てい正せいを入れる。


    『あの子。もうコトバ話すようになったよー』


    「もう立っちして歩いてる？　歩いてるっ？」


    『うちの屋や敷しきの芝しば生ふで、よく転ころんでるー。ごろごろって』


    「へー、かわいー。こんど遊びにいっていー？　ねーセラちんも行く？　行こうよ行こうよ」


    　霞かすみは聖せい羅らの袖そでを引っぱる。聖羅はむずがる顔をする。そのあたりで霞は、はっと我われに返った。


    「だめ！　脱だつ線せんさせるの！　だれよ!?」


    　ばしばしと机つくえをぶっ叩たたく。


    「おまえじゃん」


    「えーと……。なんの話だったっけ？」


    「わすれてるじゃん」


    「そう。そうだよ。そう。ジルちゃんの規き格かく外がいの話だよ。ほら。みんなも思い出してよ」


    「僕らはべつに忘れていたわけではありませんけど」


    「そういやジルちゃんってば。お姉さん──キララさんを慕したって、飛行機に飛び乗って、海こえてきちゃったんだよね？　あれって許可もらってきたの？　おとーさん、おかーさんに？」


    『事後♡』


    　ぺろっと舌したがでる。


    「すごいよね。行動力。中学生。ふつー、できないよ」


    「ジル先輩が日本に来られたのって、小学六年のときでは？　たしかそう聞いてますけど」


    「超ちよう小学生だっ！」


    『そう……。はじめてきた異い郷きようで、そのひとりぼっちの小学六年生のリトルガールが困こまっていたとき。そのひとは颯さつ爽そうと現あらわれたのです』


    　つらつらとホワイトボードに物語が紡つむがれる。


    「なんか。はじまっちゃったよ」


    　ジルは急にうっとりとした顔で、夢見る乙おと女めの顔で、せっせと書いてゆく。


    「ジルちゃん。ゾーンに入っちゃったよ。こうなるとしばらく止とまんないよー」


    『そのひとのおかげで、リトルガールは日本を嫌きらいにならなくてすみました。いえ。それどころか大好きになってしまったのです』


    　本日の部活動、ジルの番で判明した事実。


    　ジェラルディン・バーンシュタインという女の子は──。すごい身しん体たい能力とか、すごい育児能力とか、すごい行動力とかを持っていたりして、いちばんおとなしそうに見えるのに、じつは一番規格外だったりするが──。その正しよう体たいは、夢見る乙女だということ。
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    超中学生集団・ジンジン
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    「ついに僕の番が来ましたね」


    　満まんを持じして、ジンジンが口を開ひらく。


    「なーなー。俺おれの番はー？」


    「ケンケンの番は、いつもないから」


    「しっかく。しっかく。それつまんねー。ザブトンとれよ」


    「うお。失しつ格かくにされた。ザブトン取られたっ。ちょ──こもりん。椅い子す持ってかないでーっ！」


    「小こ森もりです」


    「よろしいでしょうか？」


    「ああうん。やってて」


    　霞かすみは小森さんから椅子を取り返すのに忙いそがしい。


    　自分の番が回ってきたというのに、ぜんぜん視線が集まらないが──ジンジンは口を開いた。


    「皆さんと同様に僕自身にはそれほど自分が規き格かく外がいという自じ覚かくはないのですけど。しかしあえて一つを取りあげるとしたら、やはり趣しゆ味みの領りよう域いきでしょうか。たとえば僕が何なに気げなく利用しているスマートフォンですけど。一見普通の市販モデルのように見えますがそれは外がい見けんだけのことで内部──つまりソフトウエア的な面ですが、そちらにだいぶ手を加えています。以前はＲＯＯＴを乗っ取ってＯＳをカスタマイズする程度だったのですが、最近ではカーネルのビルドから行おこなっています。最さい適てき化かするにあたりソースコードだけでなくアセンブラレベルでも手を入れていまして。この夏休みのあいだには、なんとハンドコンパイルできるようになってしまいましたよ。やはりＡＲＭはいいですね。命令コードがシンプルです。いかに僕といえどもｘ８６の命令コードを覚おぼえることはちょっと無理そうです」


    「こもりん。紅茶ー。おかわりー」


    「承しよう知ちしました。──小森です」


    「あの……。聞いてます？」


    「聞いてるよ。なんかジンジンが自じ慢まんしているのはー、わかってるつもりー」


    　スプーンですりきり二杯の砂さ糖とうを紅茶に入れながら霞は言った。すりきりにするのが難むずかしい。


    《頭が良いように見せかけるので必死ですわね。この小こ僧ぞうは。いじましいくらいですわ》


    　聖せい羅らの《副ふく音おん声せい》が、ひさびさに部室に響ひびく。


    「セラちんそれ主しゆ音おん声せいのほうで言わないとジンジンには伝わらないよ」


    「可愛かわいいですわ」


    「すっごい、はしょったねー」


    「なんなんだかよくわかりませんけど。ダメ出しをされていることだけはわかります」


    「ジンジン。そっち方面じゃなくて、なにか、ほかのほう探さがしなよ」


    「ええっ……？」


    　スマートフォンのチューンナップにはこだわりがあるのか、ジンジンは食くい下さがった。


    「客観的にいっても、けっこう凄すごいことをやっている気がするんですけど。日本人でＲＯＭを公開している人って少ないですし。ましてや中学生でなんて──」


    「わかんないよ」


    「どれだけ凄いことでも、理解できなければ、価値はゼロですわね」


    「そうですか……」


    　ジンジンは見てわかるほどに落ちこんだ。もうこのスマホ番長は面めん倒どうくさいなー、とか思いつつ、霞かすみは助け船を出すことにした。


    「ジンジンあっち自じ慢まんすればいいんじゃない？　ほら武ぶ道どうやってるでしょ。強いでしょ。ケンケンに勝ったでしょ。スーパー中学生じゃん」


    「ちげーよ。あれは引き分けだよ」


    「繰り返し申しあげますが、武道というのは強さを誇ほこるためにあるものではなく──」


    「面倒くさい小こ僧ぞうですわ」


    「それだ！」


    　ずびしと、霞は聖せい羅らを指差した。


    「──その面倒くささが！　超ちよう中学生級ってことでっ！」


    「たしかに……、そうですわね」


    「勘かん弁べんしてくださいよ……」


    『ねーねー。でもそれって逆ぎやくに言ったら、とっても中学二年生的ってことにならないかな？』


    「非常に中二的ですわね。どセンターですわ」


    「だめじゃん。それってつまり、普通じゃん！　ジンジンだめだよ。普通だよ」


    「……じゃあ僕の超中学生的なところは、もう、あれでいいですよ」


    　ジンジンはすっかり諦あきらめた顔でそう言った。


    「アレって？」


    「ほ、ほら……、スケ……、スケ、なんとかいう……、あれですよ」


    「スケコマシ！」


    「大きな声で言わんといてください」


    「じゃあそれで」


    　本日の部活動、ジンジンの番で判明した事実。


    　周す防おう仁じんという男の子は──。スマートフォンに対する造詣は深いが誰にも理解できないのでそれはノーカウントで、じつは武道を嗜たしなんでいたりするが決して誇ることはなく、女性に優しいということだけが、目立った特徴であるということ。
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    超中学生的集団・ケンケン
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    「俺おれの番キター！」


    　ケンケンが両りよう腕うでをあげてバンザイみたいなポーズを取る。


    　じっとしていられないケンケンは、さっきからずっと立ちっぱなしで部室をウロウロと歩き回っていた。


    「ほんとはケンケンの番はないんだけど……」


    「私の番はなくていいですから。それをあげてください」


    「こもりんもそう言うしー」


    「オレノバンキター！」


    「蛍ほたるちゃんも真ま似ねしちゃってるし。これでケンケン落ちこむとそれまで真似しちゃうし。しかたなく、だからね？」


    「うおー！」


    「ウオー！」


    　赤い絣かすりの着物の童どう女じよが、ケンケンと同じポーズで同じ雄お叫たけびをあげている。


    「ではケンケン学の第一人者であるところの、こもりん──。ケンケンの超ちよう中学生的なところって、どこでしょー？」


    「小こ森もりです。──周囲に流されず自分の価値観を貫つらぬき通せるところです」


    「すごい！　バカを肯こう定てい的てきに言いきった！」


    「なら小森。〝ガキ〟はどう表現しますか」


    「子供時代の気持ちをいまも残しています」


    「すごい！　バカもガキも言いかたひとつで！　なんかいいことみたいに聞こえる！」


    「では打たれ弱いところはどうでしょうか？」


    　ぎょっとした顔が、ジンジンに集まる。ケンケン肯定論者だったはずのジンジンが、なんと、ケンケンの欠点をあげている。


    「ナイーブで繊せん細さいで傷きずつきやすいといえるのでは」


    「たのみます……、おれのいいところ……、さがしてくだちい」


    　傷つきやすいケンケンが早くも白しろ旗はたを振っている。


    「じゃこもりん！　あれは？　最近ケンケン、エロくなってきてるよねー。あれはあれはっ？」


    「あれは……」


    　小森さんは口を閉とざした。アレに関しては、さすがの小森さんもフォローできないようだ。


    「そういえばこもりんは、超中学生的なとこ、いっぱいあるよねー」


    「そうですか。いたって平均的な女じよ子し中学生を務つとめていますが」


    「まったまたー。何なに気げに家事万ばん能のうロボでしょ。なんでもできるじゃん」


    「四しノの宮みや先せん輩ぱい。そこロボはつけなくていいと思います。ていうか。つけちゃだめです」


    「なーなー？　おれのばんはー？」


    「いまやってあげたじゃない。そして終わったところじゃない。ケンケンの超ちよう中学生的なところは、バカなところと、ガキなところと、あと打たれ弱いヘタレなところが、ぜんぶ超中学生級、はい以上っ」


    「えー……」


    　ケンケンはしょんぼりとなった。それを遊びであると勘かん違ちがいして、赤い絣かすりの女の子──蛍ほたるも、しょんぼりとうなだれる真ま似ねをする。


    「あとさ。こもりん。じつは何気に強かったりもするんじゃない？」


    「皆様の前で戦せん闘とう行こう為いは行おこなっていませんが」


    「なんとなく、わかっちゃうカンジ？　にじみでてくるカンジ？」


    「そうですか。精しよう進じんします。護ご衛えい役やくとしては侮あなどっていてもらったほうが得ですので」


    「小こ森もりは森もりの代だい役やくを務つとめることもありましてよ」


    　ちょっぴり自じ慢まんげに聖せい羅らが言う。


    「街でおばあさんのバッグを奪うばって逃げた男を取り押さえたこともありましてよ」


    「ひったくりを捕つかまえたんですか。すごいですね」


    「カッケー！」


    「そうですか」


    　ケンケンに超ちよう反はん応のうされて、ちょっぴり照れたように小森さんはうつむいた。


    　蛍は〝カッケー〟と〝照れ照れ〟のどっちを真似るかしばらく悩なやんでから、〝照れ照れ〟のほうを選んだ。


    「あとこもりんは静せい止し能力がすごいよねー。世界動かない選手権に出たら、絶対優勝できるよ」


    「四ノ宮先輩。それは褒ほめてるんですかどうなんですか」


    「凄すごいところだよ。ギネス級だよ」


    「たしかに小森さんと〝だるまさんが転ころんだ〟をしたら、勝てる気がしませんが」


    「だるまさんが転んだとは、なんでしょう？」


    「あれ？　しらないの？　やったことない？　……やったこと、ないひとー、挙きよ手しゆ？」


    　小森さんとジル、あと聖羅の手があがる。蛍もちっちゃな手をあげているが、これはただ真似ているだけかもしれない。


    「じゃ──、やろっか。表おもてで。蛍ちゃんも退たい屈くつしてるしねー」


    　皆の超中学生的なところをいっぱい見つけて、超中学生的集団となったあとで、本日の部活動は〝だるまさんが転んだ〟となっていった。


    　小森さんが最強だったことは言うまでもない。
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    衣替え
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    「おはようございます」


    「ん。おはよー」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    「なんでしょう？」


    　定てい位い置ちにカバンを置いたところで、ジンジンは女じよ子したちからの視線を肩かた越ごしに感じて、くるりと振り向いた。


    「いや。ほら。今日から衣ころも替がえでしょ？　男だん子しの詰つめ襟えり姿って、なんかいいよねー、って、ちょうどみんなで話していたところだったからー」


    「はぁ」


    　視線を捕つかまえられてもまるで悪びれることなく、じいっと見つめてくる女子たちに、逆ぎやくにジンジンのほうが気き後おくれしてしまう。


    「女子ってほら。袖そでの長さ以外、見た目ってあんまりかわんないでしょ」


    　と霞かすみは自分のセーラー服を示す。冬服になってはいるものの、上うわ着ぎは白いまま。外がい見けん上じようの違いといえば、袖の長さが半袖から長袖になったくらい。ジルのほうは、そこに黄色いカーディガンがついてくるが、基本的にはほとんど一緒だ。


    「天あま使つか先せん輩ぱいのコーディネートはだいぶ変わりますけどね」


    　聖せい羅らのブレザーは夏冬で大きくデザインが変わる。


    「セラちゃん観察されてたよ。どうしようどうする？」


    「そういうところに目め配くばりできるのがジンジンの良いところですわ」


    「あーっ！　ジンジン！　それだめ！　それ禁止っ！」


    　霞は急に立ちあがって大声で叫さけんだ。


    「はい？」


    　上着を脱ぬいで椅い子すに掛けようとしていたジンジンは、きょとんとした顔で、その手を止とめた。


    「脱いじゃだめでしょ！　──めっ！」


    「ちょっと暑いんですけど」


    　夏の衣替えも秋の衣替えも、どちらも半はん端ぱな時期にやってくる。夏はまだ肌はだ寒ざむい時期に上着を剝はぎ取られるし、秋は秋でまだ暑さが残るときに上着を着せられる。


    「応援団の人とか見習って！　真夏でも学ランきてるよ！」


    「あれは部活動の一いつ環かんでしょう」


    「これだって部活動だもん！」


    「はぁ。……わかりました」


    　ジンジンはしぶしぶ、一度脱ぬいだ上うわ着ぎに袖そでを通した。


    「いわゆるフェチズム的なものなわけですね」


    　なにがなんだかぜんぜんわからないが、そう考えれば納なつ得とくもできた。


    「は？　ふぇち？　ふぇちとか、それ、ぜんぜん関係ないから」


    「いえですが。おなじことなんじゃないですか。男だん子しがメイドさんや絶対領りよう域いきにハァハァするのと、いったいどこが違うんでしょう」


    「なっ──なんかいまジンジンが！　えっちいこといったー！　えっちいこと、いったよね、いったよね、いま？」


    　霞かすみはジルと聖せい羅らの袖を摑つかんで、がくがくぶるぶると揺ゆさぶった。


    「さ、さあ……。わかりませんわ」


    『霞ちゃん……。声、おおきいよう』


    　ジンジンからの指し摘てきで気づいてしまった二人は、交通事故に巻きこまれまいと、目め線せんを逸そらしぎみになっている。


    「つぎはなにを着ますか。白はく衣いとかですか」


    「いいね！　それ！」


    　霞はまだ気がついていない。たぶんずっと気がつかない。


    「ところで僕も皆さんの服を観察してもいいんでしょうか。そして夏服から変わった部分にギャップと萌もえとを見いだして、ハァハァしても？」


    「えうっ!?」


    　霞が身をかばって後あとじさる。


    「ジ──!?　ジンジンがえっちい子になっちゃったー!?」


    「鏡かがみ写うつしにしているだけなんですけど」


    『霞ちゃん。やめよ。──ね？　こっそり見よう』


    　ジルが霞の袖を引いてホワイトボードを見せている。


    「なんで？　ジンジンみたくえっちい目でみてないよ。男子の冬服を愛めでてるだけだよ？」


    「僕の目がもしえっちい目なのだとしたら、女性の目線もおなじなんじゃないでしょうか」


    　そのとき、どたどたと走ってくる音がドアの外そとから近づいてきた。


    「あっ！　──ケンケンだ」


    　霞が叫さけぶ。


    「おーす！」


    　ケンケンがドアを開あけて入ってきた。しかし霞はそのケンケンに指を突きつけ──。


    「ケンケン！　失しつ格かく！　しっかく！　しっかくです！」


    「ん？　なんだよ？」


    　ケンケンは詰つめ襟えりを着ていなかった。上着のかわりに真っ赤なパーカーを着こんでいた。
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    諭吉

    


    [image: ]


    「皆様ご存じだったかしら？　一ユキチというのは、一マンエンのことをいうんですのよ」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　今日のオピニオンリーダーは、めずらしく聖せい羅らだった。


    　背せ筋すじを伸ばし、つんと胸むねを反そらして、黒い髪先をまっすぐに垂たらして、椅い子すに腰こし掛かけている。


    「えーと……」


    　いちばん早く立ち直ったジンジンが、皆に視線をめぐらせた。


    　なんか聖羅が自じ慢まんしている。自信ありげに、お嬢じよう様さま的てきに、ドヤ顔をキメている。


    　だからここは、「へーそうなんだー」と感心すべきところ。


    　ジンジンはその気き配くばりないしは生せい存ぞん戦せん略りやくで、皆にアイコンタクトを取っていったが──。


    「ん？　諭ゆ吉きち？　うん。そうだよねー。福ふく沢ざわ諭吉ーっ」


    　ここに一人、視線の赤外線通信の通じない者がいた。空気読まないやつがいた。


    「あと一いち葉ようが五千円で、英ひで世よが千円だよねっ」


    「えっ？　イチヨー……？　ヒデヨ……？　それも……、符ふ丁ちようなんですの？」


    　聖羅がきょとんと首を傾かしげる。


    「フチョーって、なに？」


    　霞かすみも首を傾げて返す。


    　聖羅のほうは、一万円のほうは知っていても、五千円と千円のほうは知らなかったらしい。


    　霞のほうは、符丁という言い回しが難むずかしすぎたらしい。


    「四しノの宮みや先せん輩ぱい。符丁っていうのは、隠いん語ごとか暗号とか業界用語とか、そういう意味ですよ」


    「カスミ。おめー。空気よめよー。せっかく聖羅が自慢してんだから、へーそうなんだー、くらい言ってやれよー。トモダチがいのねえやつだなー」


    「うお。ケンケンにダメ出しされたっ！　──セラちゃんごめんね。ごめんね？」


    「いえ……。もう……。いいです」


    　聖羅はわずかに落ちこんでいたが、すぐに好こう奇き心しんが勝って、立ち直り──。


    「それで。五センエンが、イチヨーで、一センエンが……ヒデヨ、でしたかしら？」


    「そだよ。見たことない？」


    「聖羅様はふだん現金をお持ちになりませんので」


    　小こ森もりさんが解説をしてくれる。そういえば聖羅はコンビニのお菓か子しもカードで買っている。


    　なるほどー、と、皆が大きくうなずいた。お金を持ったこともなくて見たことないって、どんなんだ？　考えてみてもよくわからない。しかし〝ユキチ〟を自慢していた理由については、理解することができた。


    「えっとね……」


    　霞かすみはスカートのポケットの中に手を入れた。小こ銭ぜにが少々と、千円札さつが一枚。ほぼ全ぜん財ざい産さんといえる千円札を、聖せい羅らに示す。


    「──ほら。ここが野の口ぐち英ひで世よ」


    「あらまあ」


    　丸まるい目になって、聖羅はお札をまじまじと見つめる。


    「肖しよう像ぞう画がが……、描いてあるんですのね」


    　まるで千円札を初めて見たような──見たんだろう──リアクションに、霞のＧＪグツジヨ部ぶ魂だましいが、モリモリと刺し激げきされてくる。ぜひ〝イチヨー〟のほうも見せてやらねば。


    「一いち葉ようさんは──。ねえだれか五千円札。持ってない？」


    「中学生の財さい布ふに五千円札を期待しないでくださいよ……？」


    　ジンジンはいちおう財布を開ひらいて確認して、そしてやっぱり首を横に振ってくる。


    　ジルへと顔を向けると、ふるふると顎あごを震ふるわせてきた。ケンケンはもちろん素す通どおりする。蛍ほたるちゃんもケンケンとは違う意味で素通りする。小こ森もりさんに顔を向けると、「森もりを呼びます」と言うので、引き止とめて──。


    「センセなら持ってるかな？　大人おとなだし」


    　霞はそう言った。


    　センセというのは顧こ問もんの一いち文もん字じ先生のこと。すぐさま職員室へと、皆で押しかけてゆき、開いた財布を逆さかさまにしてもらうと──。百円玉が一個だけ。ころんと転ころがり出してきた。あとは埃ほこりがぱらぱらと落ちてくる。


    「はっはっは。センセーの奥さんは美人だが倹けん約やく家かでなー。センセーのお小こ遣づかいは、一日百円だー」


    「センセ。大人失しつ格かくだよ」


    　先生に失格の烙らく印いんを押して、職員室をあとにする。


    　皆でぞろぞろと連れだって、校内のあちこちをさまよい歩いた。知り合いにどんどん声をかけていって、五千円札の実じつ物ぶつを持っている人物を、ついに見つけ出した。


    　その人物とは──。小こ手て指さし冴さえ子こ、その人であった。


    「私たちもう中学生なのだから、お財布に常つねに五千円くらい入れておくのは常識よ」


    　さらりと口にする彼女から、お札を借りて、びろ～んと手で広げて、ためつすがめつ、皆で眺ながめた。


    「ほへー」


    　明治時代の女性は着物姿で肖像画になっていた。


    　本日の部活動は「伝説のイチヨーを求めて」だった。
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    反抗期
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    「このあいだ、反抗期っていう言葉を耳にしまして」


    「どしたの、それが？」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　めずらしくジンジンが話題を振ってきた。霞かすみはキノコとタケノコを一個ずつ口の中に放りこんでから、尋たずね返した。


    「反抗期って、なんでしょう？」


    「反抗する……季節？」


    「それはどういうものなんですか。いったい何に反抗するんですか。普通、みんな通ってくるようなんですけど、僕には覚おぼえがなくて」


    「えーっと。ふつう。親とか……じゃないの？」


    「どういうふうに反抗するんでしょう？」


    「さあ……。あたしもよく知らないよう。うちはおかーさんと仲いいもん。おとーさんはチワワ的なあれだから、反抗とかしちゃったら、かわいそうでしょ？　だよね？」


    「それについては、よくわかりませんが……。じゃあ、天あま使つか先せん輩ぱいは？」


    「えっ？　わたくし？」


    　まさか自分に話が来るとは思わなかったのか、聖せい羅らは長いまつげをぱちくりとさせている。


    「天使先輩の家は厳きびしそうな印象があるのですが……。反抗期とか、覚えがあります？　僕が調べたところでは第一次と第二次とがあるようで……。通常は、二、三歳で最初のものがきて、これは別名〝イヤイヤ期〟とも呼ばれているそうです。親の選んだものを嫌いやがったり、親の言うことを急にきかなくなったり、それでも親が愛してくれるか試ためしているという説せつが有力です。……で、僕の知りたいのは思春期にくるといわれる第二期のほうで、これは早いと十歳程度で始まり、僕らくらいの年齢が、ちょうど、ど真ん中となるそうですけど」


    「わたくしは……、あのつまり、当主ですから。反抗する必要のある相手は……おりませんことよ？」


    「そうですか……」


    　ジンジンは腕うで組ぐみをして考えこんでしまった。


    「ねえ。ジルちゃんって、どうだった？」


    『わたし？　わたしはほら、小六の時に。姉さんのところ行っちゃだめだって言うから……』


    「海渡ってきちゃったねー。反抗っていうよりは、それは独立？」


    「健けん太たはどうなのかな？　反抗期の経験は？」


    「よくわかんねーけど。姉ちゃんとはよくケンカすっぞー」


    「それは健けん太たが葉は月づきさんのプリンを食べてしまうからだろう」


    「プリンかー。プリンはヤバいよねー。食べちゃったら大変だよねー。死刑だよねー」


    「それは反抗期なのかもしれませんわね」


    『ケンケン君。食べちゃだめって言われてるのに、反抗して食べているの？』


    「ちがう。それはちがうぞ。だめだって俺おれにはわかっているんだ。だけど右手が……、この右手が……、勝手に動きやがるんだ」


    「右手のせいにしたよ。こいつ」


    「単なる食欲ですわね」


    　そのへんで小こ森もりさんがお茶を出してくれた。コーヒーブレイクならぬティーブレイクの数分間が過ぎ去って、またジンジンが話題へと立ち返る。


    「うちの部で家庭環境が平均的な方というと……、健太と四しノの宮みや先せん輩ぱいくらいですか」


    「ケンケンはだめでしょ。反抗期が思春期に来るっていうなら、ケンケンまだ思春期来てないかもー？」


    「この子。最近色気づいてはきましたけどね」


    「だめだよ。スカートめくりだとか、そんなのふつー小学校の低学年で卒業するでしょ」


    「なに？　俺？　俺のハナシ？」


    「してないよ。反抗期のハナシだよいま」


    「霞かすみさんはお兄さんに反抗されたりはいたしませんの？」


    「ええーっ？　お兄ちゃん？　お兄ちゃんは……、ええと、えっちい本とか読んでたときに、禁止したりしたけど？　──そしたらお兄ちゃん！　隠かくすようになった！　──反抗期なのかな？　これって？」


    「えっちい本ですか？　あの……、具体的にいうと、それは？」


    「えっちいラノベ」


    　なんだという顔をジンジンはする。


    「──ラノベでえっちっていったって、限度があるでしょう」


    「えっちいよ？　表紙でぱんつ見えてるよ？」


    「あとその話ですと、反抗期なのはお兄さんのほうになってしまうんですけど」


    『サムライマスターはえっちじゃないもん！』


    「幻げん滅めつしましたわ。四ノ宮京きよう夜や様」


    「あれ？　なんか飛び火しちゃった？」


    「なーなー。こんどそれ、貸してくれー、って、言ってくれー」


    「うわぁ……」


    　巨大な失しつ言げんをしてしまったケンケンに、非ひ難なんの目が集中する。


    　本日の部活動。反抗期問題検討委員会は、こうしてうやむやに終わった。

  


  [image: ]



  
    コタツ様くる
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    「今日はスンバラシーお客様がやってまいりまーす！」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　霞かすみの奇き声せいがあがったが、その内容はいつもとちょっとばかり違っていた。


    「はい？　すんばらしい……？　ですの？」


    「先せん輩ぱい語ごで、素す晴ばらしい、という意味なのだと思いますよ」


    「ああ」


    　ジンジンの解説で聖せい羅らが納なつ得とくする。


    『なになにー？　霞ちゃん』


    「なーなー？　どんどんぱふぱふ～♪　って、やんねえの？」


    「お茶を淹いれます」


    「あそぶ？　あそぶ？」


    　皆、それぞれのリアクションを返す。


    「ジンジンのお姉さんが、なんと、このＧＪグツジヨ部ぶに新しいお友達を連れてきてくれまーす！」


    「姉ではなく姉的な人ですけど」


    「お友達ですの？　ええと……、新入部員？」


    「じつはですね……」


    「ああ、もう、ジンジン。説明しちゃだめー。おもしろくないでしょー」


    「ですが……」


    　ジンジンがそう言いかけたとき──。


    「たーのもーっ！」


    　部室のドアの外そとから、女性の声が響ひびいた。ものすごい大だい音おん量りようだ。


    「あっ！　きたー！　はーい！　はいはーい！」


    　ドアを開あけたその勢いきおいがありすぎて、霞は、そこに立つ人じん物ぶつの胸むねに顔を埋うずめてしまった。


    「うっわでっかいおっぱい！」


    　顔を離した霞が、まず第一声として放はなったのが、そんな言葉。


    　上うわ背ぜいのある美人だった。髪は高々とポニーテールに結ゆい上げられている。そして何より、霞が思わず叫さけんでしまったように、胸が大きい。高い位置でロケットのように突きだしたバストに、霞の顔はすっぽりと埋うまりきっていた。


    「うんうん。ゲンキがあって、いいさねー」


    　ポニーテールの美女は、がははと豪ごう快かいに笑うと、肩かたの上に載せていた大おお荷に物もつを下おろした。その腕うでで霞の背中を、ばしばしと叩たたく。細腕なのに、すごい力だ。冬服の上からだったのに、霞は背中に〝モミジ〟がついたことを確信した。


    「高たか坂さか翔しよう子こさんです。うちの道どう場じようの門下生の方で、大学一年生です」


    「まったまたー。ジンたん。そんな他た人にん行ぎよう儀ぎなー。いつもみたいに、しょこたんでいいさねー」


    「そ、それは──」


    「じゃあ、しょこたん♡でもいいよ？」


    「ぜんぜんかわっていませんよ」


    「そうだよー。ふだん通り呼べばいいよー。あたしたち気にしないからー。ねー。ジンたん♡」


    　にんまりと笑いながら、霞かすみが言う。


    「ほら感う染つっちゃいましたよ。どうしてくれるんですか」


    「流は行やらせれば？　──って、君がキョロ君の妹かー。うんうん。かわいー。かわいー」


    「うわぁ」


    　霞は大きな胸むねにまた捕つかまった。かいぐりかいぐりされる。


    『ジンジン君って。おうちでもいじられキャラだったんだねー』


    　お客様には見えないように、ジルがこっそりとホワイトボードに書いている。そして見つかってしまうと、よそ行きの顔になって、ぺこりとお辞じ儀ぎをする。


    　ジルが終わると、待っていた聖せい羅らが挨あい拶さつを行おこなう。


    「はじめまして。お姉様。天あま使つか聖羅です。いつもジンたんには良くして頂いただいております」


    「聖羅……ちゃん？　キミが。ああ……。そっかー。そうなんだー」


    「……？」


    　頭のてっぺんから足の爪つま先さきまで、しげしげと見つめられて、聖羅は顔に困こん惑わくを浮かべた。


    「ごめんごめーん。いつもジンたんに聞かされてたもんだからー」


    　ぶうんと、聖羅の背中めがけて振り下ろされた掌てのひらは、しかし──間あいだに割って入ったジンジンによってガードされた。


    「姉さんの挨拶は凶きよう器きなんですから。鍛きたえてない人に振るっちゃだめです」


    「ジンジン！　あたしのときには守ってくんなかったー！」


    「それで──、お姉様が、新しい〝お友達〟なんですの？」


    　聖羅が霞に尋たずねる。もともとは〝新しいお友達〟がくるという話だった。


    「あっ。そうだそうだ。──はいこれ。頼まれたモノ」


    　地面に下おろしてあった大おお荷に物もつを、彼女はひょいと片手で軽かる々がると持ちあげた。渡わたされた霞たちは、四人がかりでも、すこしよろけた。


    　正方形の天てん板ばん。足が四本。ヒーターとコード。あとは、紐ひもでぐるぐる巻きにされた掛け布ぶ団とんと敷しき布団。──つまりはコタツが一セット。


    「それではＧＪグツジヨ部ぶの新しい〝お友達〟を紹しよう介かいします！　──コタツ様に、敬けい礼れいっ！」


    　霞の合図で、皆はびしっと敬礼を決めた。
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    コタツのポジション
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    「さて……」


    　畳たたみのうえに居場所を定さだめた〝コタツ様〟を見ながら、霞かすみは腰こしに手をあてて考えこんでいた。


    　台風みたいにやってきたお客様は、小こ森もりさんのお茶を一いつ服ぷくして、そして台風みたいに帰って行った。コタツは組み立てられてすっかり設せつ置ちが終わっている。ジルと聖せい羅らが物もの珍めずらしげに、ぴろっと布ふ団とんをめくりあげて中を覗のぞきこんでいる。中に隠かくれていた蛍ほたるが、みつかっちゃったー、とか言っている。


    　だが部長の霞には、これから大仕事が待っているのだ。


    「コタツは四し面めん。そしてあたしたちは七人。……これは難問だよー」


    　腕うで組ぐみをして霞はつぶやく。


    　男だん子しと女じよ子しが七人もいて──。コタツの面は明らかに足りなくて──。それを名めい探たん偵ていのように解決しなければならない。


    「ねえ。どうしたらいいと思う──ほらケンケンも、マンガ読んでないで、考えてよ」


    「おめー。マンガとラノベの区別もつかねーのかよ。オカンみてーだな」


    「うお。ケンケンがラノベ読んでた！」


    「そういや、さっき、しょこたんが来てなかったか？　もう帰ったのか？」


    「うお。いまごろ気づいてる！」


    　そういえばケンケンは翔しよう子こさんが来ていたときにも、まったく動どうじず、読書にいそしんでいた。物珍しく話を聞くことも、お茶を振る舞うことも、肩かたによじのぼることもなく、ひとり静かにしていたのは、とっくに知り合いだったからだと思っていたのだが──。


    　まさか、気づいていなかったとは。ケンケンってば、ひょっとして、すっごい大おお物もの？


    「すっげーいいところだったもんでさー。読むの。やめらんなくて」


    　ケンケンのくせにオトナっぽいことを言う。──本に夢中で気がつかなかった、だってさ。


    「もう終わったの？」


    「ん。ちゅーして終わった」


    「なんですと！　いったいなにを読んでいたのかねキミは！」


    「──で。なんの相談だっけ？」


    「ああ──うん。コタツの席を、どうしたらいいかって……」


    「あぁ？」


    　ケンケンはようやくコタツを見た。コタツの辺が四つであることを見て、それから全員に顔をめぐらせる。


    「みんなで入りゃいーじゃん」


    「誰と誰とが、横に並ぶのか縦たてに並ぶのか、大問題でしょーが」


    「縦ってなんだ？」


    「たてーっ！」


    　とててっと、走って行った蛍ほたるが、ぴょんとお尻しりでダイブして、あぐらをかいたケンケンの足のうえにすっぽりと収おさまる。


    「なるほど」


    　蛍の頭を撫なで撫でしながら、ケンケンは言った。


    「子供は無む邪じや気きでいいですわね」


    　どこか羨うらやましげな顔で聖せい羅らが見ている。


    「蛍ちゃんは健けん太たの膝ひざの上ってことで、これは確定でいいんでしょうか。ああ……、でもそうすると、唯ゆい一いつの安あん全ぜん[image: ]ぱいがなくなっちゃいますよね」


    『わたしと聖羅ちゃん。横に並ぶ？』


    「それはいいのですけど。そうすると霞かすみさんはどなたと組みますの？　──小こ森もりと？」


    『そっか。小森さん聖羅ちゃんの隣となりに来たいよねー。じゃあわたしが霞ちゃんと？』


    「まってまって。それじゃ女じよ子しばっか窮きゆう屈くつになっちゃうよ。男だん子しはひとり一辺ずつ独どく占せん？　すごい不公平ーっ」


    「僕はべつに健太と一緒でもいいですが」


    「ヤバいよ。だめだよ。禁止だよ。それゼッタイ禁止」


    「なぜでしょう」


    「蛍ちゃんの次に安全物っていうと、ジンジンだよね。ケンケンとさえ組まなければ、ジンジンって安全極きわまりないよね」


    「ですからなぜなのでしょう」


    『ええっ？　霞ちゃんそれ危険だよ？　男子と太ももくっつけあうのは……』


    「むぅ」


    　ジルの指し摘てきに霞はうなった。たしかに弟的な男子二名とはいえ、距離が近すぎる。


    「だれかー？　ジンジンいるひとー？」


    「貴方あなたすっかりいらない子扱いね。──ジンジン」


    「なれてます」


    「しかたがありませんわね……。ジンジン。わたくしの隣にいらっしゃい」


    　コタツの一辺にすっと膝を差しこんで、布ふ団とんを持ちあげ、こともなげに聖羅は誘さそう。


    「え？　天あま使つか先せん輩ぱい……？　えっ？　えっ？　あの……、ですが、小森さんは？」


    「小森。貴方はケンケンの隣でいいかしら」


    「問題ありません」


    　七人で座るときのコタツのポジションは、こうして決まった。
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    ヤキイモ・パーティー
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    「本日、ヒトロクマルマル！　ＧＪグツジヨ部ぶはヤキイモ・パーティーを敢かん行こうします！」


    　いつもの夕方。いつもと違う、天あま使つか家けの庭の片かた隅すみ。


    　たき火を取り囲かこんで、おー、と気き勢せいをあげたのは──霞かすみ一人。


    「ねえちょっと？　敢行するよー？　……おーっ？」


    「敢行してますよ。四しノの宮みや先せん輩ぱい。──落ち葉って、これすぐに燃もえちゃうんですね。どんどん集めてこないと。大変ですねこれ」


    「お任まかせください」


    「こもりも。がんばります」


    　大きなホウキを手にした森もりさんと、小さなホウキを手にした小こ森もりさんとが、お[image: ]そろいのメイドの格かつ好こうをして、せっせと落ち葉を掃はき集めてくる。


    「うおー！　落ち葉ばくだーん！」


    　ケンケンが両手で抱かかえた大おお山やまを、燃えさかるたき火に、どかっと放りこんだ。


    　ばふっと火の粉こが舞いあがって、わーきゃーひゃーと、悲ひ鳴めいがあがる。


    「ねえきいてよー！　きいてよー！」


    　霞が言うが、皆はたき火のほうに忙いそがしい。


    　たき火には花火と同じ種類の魔ま力りよくがある。燃えさかる火か炎えんをまえにして、野や性せいのナニカが目め覚ざめちゃって、ちょっと冷れい静せいではいられない。


    　たぶんそういうことが理由で、学校の校庭におけるたき火は許可されなかった。一いち文もん字じ先生の人じん脈みやくをもってしてもＮＧだった。よって天使家の広い庭で、保護者付き、森さんつきで、敢行することになった。落ち葉もたっぷりある。水の用意と消火の準備も万ばん全ぜんだ。


    『おいも。やけたかな？　やけたかな？』


    　膝ひざを抱えてジルが覗のぞきこむ。アルミホイルに包まれたお芋いもを、木の枝でつっついている。


    「最低でも一時間はかかるそうですよ」


    　スマホを片手にジンジンが答える。見ているのはどこかのサイトのヤキイモを美お味いしく焼くためのマニュアルあたり。


    「そか。」


    　木の枝でつっついて、灰はいの中に戻す。しっかりと埋うめる。


    「マニュアル小こ僧ぞうもこういうときには多少は役に立ちますわね」


    　聖せい羅らがぽそっとコメントを付ける。毒どく舌ぜつともいえないこんな手て加か減げんされた一ひと刺さしにも、耐たい性せいのないジンジンは深しん刻こくなダメージを受けている。


    　秋といえばヤキイモの季節。「石焼きイィぃぃぃイモおぉぉぉぉ～」と、オジサンの声がどこからか聞こえてきて、強制的に食欲を亢こう進しんさせられてしまう、そういう季節。


    　霞かすみがふと口にした「ヤキイモおいしいけど、高いから、お小こ遣づかいたいへんだよねー」という話が発ほつ端たんだった。買えないのなら、自分たちで作ればいい。それがＧＪグツジヨ部ぶ的てき。生なまのオイモは、どのくらいするのかわからなかったから、お小遣いを数百円ずつ持ち寄ってスーパーに押しかけたら、なんと、一箱も買えてしまった（だいぶオマケしてもらえたけど）。


    　よって、オイモは無限に近いほどある。


    　燃ねん料りようのほうも落ち葉だから、これまた無限に近いほどある。


    　つまり、無限に近いほどヤキイモを食べられるということになる。論理的には。


    「ん？　どーしたのケンケン？　森もりさんと、こもりんのこと、なんかイヤラしい目で見てるー」


    「見てねえよ。イヤらしい目でなんか。──なんつーか、今日はシンクロしてねえなー、って」


    「ん？」


    　ケンケンに言われて霞も目を向けた。


    　森さんと小こ森もりさんとが、せっせと落ち葉を掃はいている。庭のあちこちから落ち葉を掃き集めて、直線的にたき火に向かってくる。


    　だが二人の速度がぜんぜん違う。


    　森さんはいつもの完かん璧ぺき超ちよう人じんクオリティー。人とは思えぬ速度でホウキを操あやつっている。対して小森さんのほうは、幼稚園児ないしは小学校低学年相当。なんでもてきぱきと片付けるいつもの小森さんとは違って、いかにも不ふ慣なれな感じが漂ただよっている。


    　皆でじーっと観察していると、小森さんはホウキを止とめて、肩かた越ごしにぽそりと言ってきた。


    「こもりは……、がんばります。みすてないでください」


    「見捨てたりしないってー。──てか。なんだか……、このあいだの、こもりさん？」


    　霞は首を傾かしげた。


    　このあいだ小森さんが不調な時があったが、そのときの頼りない感じのする小森さんと似ている気がする。ちなみにＧＪ部では、その小森さんのことを〝こもりさん〟と呼称している。


    　小森さんが一生懸命に、しかしのろのろと落ち葉を掃き集めていると──。


    「私一人で足りますから。小森はそこで休んでらっしゃい」


    　森さんの声が、小森さんにかけられた。


    「でも。おしごとが……」


    「貴方あなたもＧＪ部の部員なんですから。今日は皆様と遊ぶことが仕事ですよ」


    「はい……」


    　森さんに優しく諭さとされて、〝こもりさん〟は、皆のところにやってきた。たき火を囲かこむ皆のあいだにちょこんと座って、ちっちゃな手を火にかざして、指をふーふーと温ぬくめる。


    「ヤキイモ、たのしみだね～。こもりちゃん」


    　霞が訊きくと、〝こもりさん〟は、こくりとうなずいた。
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    おおきなあやまち
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    「我われ々われはひょっとしたら！　おおきなあやまちをしていたかもしれません!!」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　いつものように、霞かすみが奇き声せいとともに立ちあがる。


    「なにを……でしょう？」


    　ジンジンが眼鏡めがねのブリッジをついっと持ち上げながら訊きいた。


    「ジンジンのこと、女の子に生まれてくればよかったのに間違えちゃった子、とかいってましたが！　それはもしかしたら間違っていたのかもしれません！」


    　ぎくりと、ジンジンの顔に警けい戒かいの色が浮かぶ。


    　聖せい羅らが小こ森もりさんに目め配くばせをする。ジルがごそごそと紙袋を持ちだしている。聖羅の合図を受けた小森さんが、まずドアの鍵かぎを閉しめてから、紅茶の用意に取りかかる。


    　逃とう亡ぼうするタイミングを失うしなってしまったジンジンは、大きくため息をついた。観かん念ねんするまでの時間は異い様ように速い。〝修しゆ行ぎよう〟のたまものである。


    　仏ほとけと同様のアルカイック・スマイルを浮かべながら、ジンジンは、霞に訊いた。


    「はい……。お聞きします」


    「ジンジンはべつに男の子が好きなわけじゃないんだよね？」


    「あたりまえです」


    「ケンケンが好きなだけなんだよねっ！」


    　霞とジルは、きらきらと目を輝かがやかせて、ジンジンに迫せまる。


    　聖羅と小森さんは遠巻きに立ちながらも、クールさの中に好こう奇き心しんを漂ただよわせている。


    「ええと……、先せん輩ぱい方がたの言われる意味での〝好き〟ではないということは、まず最初にお断ことわりしておきますが……。ええ、まあ……。否定はしません」


    「やったー！　ついに認めたー！」


    　女じよ子したちは手を取りあって盛りあがった。聖羅と小森さんまで、小さく手を合わせている。


    「ですがあくまで、人間として好感を抱いだき、尊敬しているという意味ですよ。……ええ。はい。無駄ですね。……聞いてませんね。……はい。わかっています」


    「ほらほらケンケン！　いま告こくられてるよ！　ラノベとか読んでないで、聞かなきゃ！」


    「うるせーな。いまいいとこなんだよ」


    　ケンケンはまったく取り合わない。ポーズでも、照れ隠かくしでもなくて、本当に面めん倒どうくさそうだ。


    　ある意味、大おお物ものといえる。


    「……で。なにを間違えていたんですか。誤ご解かいを解といてもらえた……ってわけではないですよね」


    「そう！　それです！　あたしたちが言っていたのは、ケンケンが男の子だから、女の子に生まれてくればよかったってことだったのね。──だけどそれって、考えてみれば、逆ぎやくでもいいんじゃない？」


    「逆？」


    「もしケンケンが女の子だったら、ジンジンは男の子のままでいいってことだよね」


    「なるほど。そして小こ手て指さしさんに嫉しつ妬とされる側がわになるわけですね」


    「なにそれ？」


    「いえ。こちらの話です」


    「おい。なんか俺おれの話、してるかー？」


    　ケンケンが訊きいてきた。まったく気にしていなくても、自分の名前が出てくると、すこしは気になるらしい。


    「ケンケンの話なんかしてないよ。いまジンジンの話だよ」


    　すっこんでろと、霞かすみは手で追い払う。


    「そっかー。たいがいにしとけよー」


    　ケンケンは本へと戻っていった。


    　自分が犠ぎ牲せい者しやになるのでなかったら、ケンケンは気にしない。意外と冷つめたいところのあるやつである。


    　だがそのせいで、今回は逃とう亡ぼうするタイミングを失うしなってしまった。


    「そういうわけで!!　今日はケンケンを女の子にしてみましょーっ！」


    　霞が合図する。皆が一いつ斉せいに──ケンケンに向けて飛びかかる。


    「うわっ！　なんだ──おいっ！　うわ──ちょっ！　俺の話じゃなかったんだろー！　やめろー！　やーめーろーっ!!」


    「あ。小こ森もりさん。お茶をいただけますか」


    　ジンジンはすっかりくつろいで、読書に戻った。いま同じシリーズをケンケンと一緒に読んでいる。ケンケンが追いついてくるまえにこの巻を読み終えないとならない。


    　お化粧道具で顔を作り。髪もウィッグで変え。服まで女じよ子しの制服にチェンジして。すっかり準備が整ととのうまで、小こ一時間ほど──〝部活動〟が執とり行おこなわれた。


    「おい。仁じん……。おわったけど」


    「うん？」


    　すっかり本の内容に入りこんでいたジンジンは、ケンケンの声に、顔をあげた。


    　視線を向けて、そして──そのまま凍こおりついた。


    「われわれは……、おおきなあやまちをしてしまいましたぁ！」


    　半泣きになりながら、霞が叫さけんだ。
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    ケンケンの成長①
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    「俺おれ！　わかったー！」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　部室に飛びこんでくるなり、ケンケンが大声でそう叫さけんだ。


    「なにがわかったってゆーの。──あっ！」


    　その大きな声に驚おどろいて、落としてしまったキノコとタケノコが、机つくえの上をコロコロとどこまでも転ころがってゆく。


    　机の端はしからぽろりと床ゆかに落ちてしまったが、三秒経過する前に拾いあげる。


    　ふーふーと息を吐はきかけて──。埃ほこりをはらって──。


    「うん。だいじょうぶ」


    「だいじょうぶじゃねーよ！　俺！　俺！　俺！　マズかった！　ダメだった！　俺！　わかった！」


    「ケンケンがダメなのは前からだけど……。だからなにがわかったってゆーの？」


    「俺！　セクハラってのー!!　なんだかわかったー!!」


    「うげっ」


    　霞かすみはとっさに身み構がまえた。


    　前にもケンケンがこんなふうに「わかったー!!」と奇き声せいを張りあげたことがある。


    　そのときにはケンケンは〝えっち〟に目め覚ざめてしまった。今回はいったいなにに目覚めてしまったのか。


    「セクハラ!?　またセクハラなの!?」


    　霞は身構えた。


    「や、やるの？　やるのっ!?　おうっ！　と、と、と──当方に迎げい撃げきの用意アリだよっ!?」


    　アチョーと、怪あやしい拳けん法ぽうの構えを取る。


    「きけよ」


    「きくけど」


    「俺。セクハラっての、なんだかわかったんだ……。わかっちまったんだ」


    「それはさっきもきーた」


    「俺。これまでずっと。セクハラしてたよな」


    「ずっとっていうか……、ここしばらく？」


    　なんか殊しゆ勝しような顔をしてくるケンケンに、霞は調子を狂わされた。


    「……スカートめくりにパンチラにブラ透すけ、あと、うなじうなじー、とか、うなじゾンビになって盛りあがってたよね。そんなあたりから？　ケンケン、へんだったし、エロガキだったし。あと──そうそう！　あれだよね！　ケツデカとか！　あれヒドイよねー！」


    「すまん!!」


    　びしゅっと、ものすごい勢いきおいでケンケンは土ど下げ座ざした。


    「う？　えうっ!?」


    　驚おどろいたのは霞かすみたちのほう。またセクハラしてくるのかと思いきや、およそ普段のケンケンから最もつともありそうにない、謝しや罪ざいを──しかも土下座をされるとは、思ってもいなかった。


    「すまんかった！　俺おれは！　気づかんかったんやー！　許ゆるしてくれえぇ！」


    「ちょ──っ、ケンケンっ。頭上げて。上げてってば。おでこケガしちゃうからっ」


    　畳たたみにおでこを擦こすりつけるケンケンを霞は止とめにかかった。しかしケンケンは一いつ向こうに頭をあげようとしない。


    「気づかんかったんやー！　気づかんかったんやー！」


    「だから！　いったい何に気づかなかったってゆーの！」


    　とにかくケンケンを止めなきゃ。


    　霞の頭はそのことでいっぱいだった。


    「いやがってるって！　俺！　気づかんかったんやー！」


    「うおい」


    　土下座しているケンケンの、その後こう頭とう部ぶを、霞は踏ふみつけた。踏みにじった。


    「ちょ──四しノの宮みや先せん輩ぱい！　足！　足はアウトですって！」


    「はなしてジンジン！　──じゃあなに!?　ケンケン！　喜よろこんでいるよーに見えたのかっ!?」


    「すまん！　だからすまん！」


    『まあまあ。霞ちゃん。わかったみたいだから、いいんじゃないかな。ケンケンも反省しているようだし』


    「でも──」


    『もうしないよね。──ケンケン』


    「ああ。ぜってーだ。ぜってーしねー」


    　ジルがケンケンの頭を撫なで撫でしている。頭を上げさせている。


    「うー……」


    　霞にはまだちょっと不満があった。土下座をやめさせるのが自分じゃなかったのも、ちょっと不満。いろいろ不満。


    「大変、香こうばしいオチがつきましたわね。本当に。オスガキらしいですわ」


    「すまん。俺はオスガキだった」


    「ま。まあ……。そうやって、悪いとわかったら、きちんと謝あやまるところとか。お……、男らしいと思うけどっ」


    　そっぽを向きながらも、霞はちらちらとケンケンを見ていた。
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    ケンケンの成長②
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    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　ケンケンが男らしく──かどうかはわかんないけど、とにかく土ど下げ座ざをかまして、これまでの素そ行こうを改あらためた日の、翌日の、そのまた翌日あたり。霞かすみはマンガ雑誌を立てかけて読むふりをしながら、ちら──、ちら──と、隣となりで本を読むケンケンを見ていた。


    　ケンケンがへん。なんかヘン。顔つきがヘン。これまでずっとガキっぽかったのに。急にオトナっぽくなったってゆーか。いやいや、そんなハズはなくて──。ヘンなことがあったせいで、自分がヘンなふうに見ているだけであって、そーゆー理由による、ヘンな錯さつ覚かくに違いない。


    「なんだよ？　まーだ気にしてんのか？　おまえ？」


    「き、きにしてナイよ。ぜんぜんナイから」


    「謝あやまってるじゃん。悪かったって。もうセクハラとかぜってーしねー。約束する。俺おれ。そんなイヤだなんて、思わなかったもんだからさー。うなじーうなじーって、あれ、キモかったろ」


    「だ、だからきにしてナイって……」


    「じゃああれか？　まえにスカートめくったろ。あっちか？」


    　そういえばそんなこともあったっけ。男のコなら誰でも通る通つう過か儀ぎ礼れいを通過してきてないとか、どーだとか、そんなクソくだらない理由で、ジルちゃんと一緒にスカートめくられたー！


    「すまん」


    　ケンケンは真ま正しよう面めんから頭を下さげてくる。


    「い、いやだから……、きにしてナイって……」


    「じゃあ、あっちか？　ケツデカって言ったことか？」


    　そう。言われた。まえに言われた。気にしてることをいいやがった。こいつ。


    　ケンケンってば！　ほんと！　デリカシーがない！


    「わりぃ。ほんと。わりぃ……。白はく状じようすっと、俺、ケツデカって、褒ほめ言葉だと思ってたんだ」


    　バカ？　ほんとバカ？


    「すまん」


    　ケンケンはまた真正面から頭を下げてくる。


    　バカでデリカシーがなくて、ついこのあいだまでは救すくいがたいエロガキで──。


    　だけど二度とやんないというのは──、それはたぶんホント。そこは信じられる。


    「こてさしゅさんには……、ちゃんと謝ってきたの？」


    　このアホガキは、〝ケツデカ〟という暴ぼう言げんを彼女に対しても吐はいている。そのせいで霞はなんでか、彼女から責せめたてられたことがある。


    「だから、こてさしゅに言われたんだよ。それは嫌いやだからやめてって。──それで俺。気がつけたんだ。だから俺おれ。おまえにも謝あやまって──」


    　ばちん。


    「あれっ？」


    　霞かすみは驚おどろいて自分の手を見つめた。


    　なんでか、いま──、自分は──、ケンケンのほっぺたを引っぱたいてしまっていた。


    「なんでぶつんだよー……？」


    　ケンケンは半ベソになってほっぺたを押さえている。


    「なんでだろうね？」


    　霞も本当にわかんなくて、愛あい想そ笑わらいを浮かべていた。


    「健けん太た君。きちんと話したらわかってくれましたよ」


    「ひいっ」


    　不意に、横よこ合あいから声がかかって──霞は驚いた。


    　見れば、小こ手て指さしさんがコタツにいた。湯飲みを手の中に包つつみこんで、お茶をすすっている。


    「うおっ──こてさしゅさん！　いたのっ!?　なんで!?　いつからっ!?」


    「だいぶ前からです。来たときに挨あい拶さつしましたけど。先せん輩ぱいは漫画を読むのにお忙いそがしかったようで、お気づきになりませんでした」


    「そ、そ、そ……そうなのっ。い、いやー、ぜんぜん気づかなかったナー。あはははハー」


    「健太君の話ですけど。いいですか。まえに私言ってました。幻げん滅めつしたとか。幻滅するのをやめるとか。私ほんと自じ意い識しき過か剰じようでばかみたいでした。健太君。ただ気づいてなかっただけでした。言えばちゃんとわかってくれました。常じよう人じんとちょっと規き格かくが違っていただけなんですね」


    「どうぞ。お水です」


    「いえ。おかまいなく」


    　小こ森もりさんがコップのお水を勧すすめるも、小手指さんはやんわりと断ことわった。愛用の戦せん艦かん湯飲みに、手て酌じやくで急きゆう須すから緑りよく茶ちやを注そそいでいる。ちなみに「戦艦湯飲み」とは、大だい日につ本ぽん帝てい國こく海軍の戦艦の名前が羅ら列れつされた変てこな湯飲みのことである。みんな競きそうようにして部室に変なマグカップや湯飲みを持ちこんでいるが、小手指さんのものはその中でも異い彩さいを放はなっている。


    「小手指さんがいらっしゃると、わたくしの霞も、わたくしの小森も──、すごく、面白カワイクなるわね。これからも毎日いらっしゃい」


    「それはどうも」


    「おい仁じん。──これ終わったぞ。つぎのかせよ」


    「ああ。これだけど」


    　ジンジンがケンケンに本を手渡している。霞は目を疑うたがった。


    「ケンケンがラノベ読んでたー!?　マンガじゃなかったー!?」


    「このあいだから読んでるだろ。──へんなやつ？」
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    ケンケンの成長③
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    「それであたしに相談なわけ？」


    　こくこく。


    「あんた、今日って、部室でおべんと食べる曜日じゃなかったっけ？」


    　こくこく。


    「なのに部長さんが部活動ほっぽりだして、あたしとおべんと食べてる理由は──。なんか顔を合わせづらいってわけね」


    　こくこく。


    「顔を合わせづらいことの理由のほうは、びっくりが五割で、正体不明のドキドキが三割で、あと怖こわさが一割ってとこかしらね。その男のコが、急に変わっちゃったように思えたんでしょ」


    　こくこく。


    「すこしはあんたもしゃべんなさい。いくらあたしがエスパーったって、サボんな」


    　ぺちりと、投なげつけられたキュウリが、霞かすみのおでこに貼はりつく。


    　霞はそれを手で取って、口に運はこんだ。もぐもぐ。


    「……りっちゃん。エスパーだったの？」


    「なわけないでしょ」


    「そだよね」


    　もぐもぐ。ごっくん。


    「でも一割足りないよ。りっちゃん」


    「ん？」


    　左右の手の指を、五本と四本、それぞれ折り曲げて、霞は訊きく。


    「さっき。五割と、三割と、一割ってゆった。あと一割足りないよ。それってなに？」


    「その小こ手て指さしさんとやらと顔合わせるのが、気まずいんでしょ」


    「なんで？」


    「なんでって、あーた」


    　理り央おはおべんと箱のなかの玉子焼きに[image: ]はしをぶっ刺さすと、口に運んだ。


    　途と端たんに乙おと女めの顔になり、おいしー──と、ほっぺたに手をあてて、うっとりとする。


    　数秒もあっちの世界をさまよってから、きりっとクールな顔に立ち返り、霞に言う。


    「──あんた苦にが手てにしてんでしょ。その子」


    「なんで？　こてさしゅさん。かわいーよ？　妹キャラだよ？」


    「まあね。本人の自じ覚かくしていることと、他人から見えてることとが、食い違うなんてのは、よくあることだし」


    「あたし……、こてさしゅさんのこと……、苦にが手てなのかな？」


    　霞かすみは天てん井じようを見上げてつぶやいた。いわれてみれば……、覚おぼえがあるよーな、ないよーな……。


    「苦手でしょ。だってライバルなんだし」


    「へ？　ライバル？　なんの？」


    「これだもの……」


    　霞の見ていた天井を、理り央おも仰あおぐ。


    「ええと……。なんでライバル関係なのか、それを理解させるまえに……。あーまずあっちから先に説明しないとならないのか。霞ってば、まったくの初心者なわけだし」


    「あっちって？　どっち？」


    「男のコのほう」


    「うちには男のコ、二人いるけど。どっち？」


    「もちろん。バカでガキんちょのほう」


    「それがねー……。バカでもガキでもなくなっちゃってきたんだよね……。ケンケン。なんかへんなの。エロガキ卒業しちゃったし。すまん、って謝あやまってきたし。なんか男らしくってね」


    「男のコがオトコになっちゃったから、ドギマギしてるわけよ」


    「し、してないよっ。ドギマギなんか……」


    「じゃあなんであんた、いまあたしとおべんと食べてるわけ」


    「う……」


    　フォークを握にぎりしめて、霞はうなった。


    「気にしなけりゃいいのよ。オトコなんて、でかくなってもカッコよくなっても、中身なんて、なんにも変わりゃしないんだから。結局、コドモのままなのよ。オトコなんてね」


    　さすが恋愛師し匠しよう。中学三年生にしてオトコを語かたるか。しかもその言葉には重みがある。


    　霞はそこまで割り切れない。もやもやして、もにゃっとして、言葉にできないなにかが残る。


    「あんなの。なんかケンケンらしくないよねー。ケンケン失しつ格かくだよねー」


    「なんで気になるのか。教えてあげよっか」


    　理央は言った。自分でもわからないことを教えてくれるエスパーが──ここにいた！


    「弟だとばかり思っていたそのコが、急にお兄ちゃんぽくなっちゃったから、気になるわけ。あんたってホント、お兄ちゃんに弱いわねえ。下級生の男のコにブラコンって、どんだけ？」


    「だから。ちがうから」


    「だけどまあ、恋って、そういう〝気になる〟から始まっちゃうわよねぇ。あたしもいまのダンナとはそうだったもん。最初は気になって、つぎにムカついて、そこから火が着いちゃった」


    　その時のことを思いだしてか、理央は中学生らしからぬ色っぽい顔になった。吐と息いきを吐はく。


    「──ないないない！」


    　霞は手をばたばたと振って力一杯否定した。そういうのじゃないから！
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    漢のルール
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    「撃うっていいのは撃たれる覚かく悟ごのあるやつだけだ」


    「はい？」


    　へんなことを言いだしたのが、もしケンケンだったら、霞かすみも首を傾かしげたりはしなかったろう。なにかへんなもん読んでハマっちゃったんだねー、と、なま暖あたたかく見守っていたはずだ。


    　しかし言いだしたのがジンジンだったので、霞は問いかけた。


    「どしたのジンジン？　また頭でも打ってスマホ番長に覚かく醒せいしちゃった？」


    「──という言葉があるんですけど」


    「はめた？　あたしをはめた？　ジンジン、やるようになったよね」


    「この言葉の意味を論理として解かい釈しやくしてゆくと、おかしなことになるんですけど。ちょっと聞いてくれませんか」


    「あたしの話はぜんぜんきーてくんないけど。いいよ。聞いたげるよ。──ねえセラちゃん。ジルちゃん。男のコってなんでこうなんだろうねー」


    「だから聞いてくださいよ」


    「聞くって」


    「まずこの言葉の元々の意味としては、自分も撃たれる覚悟のある者だけが銃じゆうを扱っていい、というあたりにあります」


    「はーどでぼいるど、とかいうやつだねー」


    「まあそんなところです。……ここでもし仮かりにですよ。撃たれたいと願う奇き特とくな人がいたとします。そういう人がもしいたとしたら、その人は、他人のことをバンバン撃つべきだ──ということになってしまうんですけど。これって論理的に合っています？」


    「うわぁ。大だい惨さん事じだ。ニュースになっちゃうよそれ」


    「よいこは真ま似ねをしてはいけませんわ」


    　くすくすと笑いながら、聖せい羅らも話題に参戦してくる。指先の合図を受けて小こ森もりさんが動く。


    「いえ現実の話ではなく。ましてや大惨事の話でもなく。論理学上の話なんですけど」


    「だめだよ警けい察さつ沙ざ汰ただよ。刑務所はいっちゃうよ」


    「もしも、という話なんですが。英語で言うとifです。仮定の話です」


    「もしもでもよくないって」


    「ええと──、[image: ]たとえが良くなかったんですか？　では仮に斬きられたいなんていう変な願望を持つ人がいたとしたら、そういう人は、他人をバンバン斬ってゆくべきである、という論理に帰き結けつするわけですが──」


    「惨ざん殺さつ事件だっ！」


    「血まみれですわね」


    「どうしてそっちに脱だつ線せんするんですか。僕はあくまで論理上の──」


    「陰いん惨さんな話ばっかしてるのジンジンでしょ！」


    「ああ。ネガティブなのがいけませんでしたか。それでは、また[image: ]たとえをかえますけど──」


    「こんどは撲ぼく殺さつかしら。楽しみですわね」


    「しません。ポジティブ方面にしてみます。──もし仮かりに、人から親切にされたいと思う人がいたとします。そういう人は、他人に対してバンバン親切を行おこなうべきである。──という帰き結けつに達するのですが。この論理は間違っていないでしょうか」


    「ジンジン。キミはいったいなにを言ってるの。そんなのあたりまえのことじゃない。幼稚園で習わなかった？　自分のしてほしいと思うことを人にしてあげなさい──って」


    「やはり正しいわけですね。では仮に撃うたれたいと願う人がいたら、他人をバンバン撃つべきだ、という論理は──」


    「だめでしょ！　撃っちゃ！」


    「いえですから、命めい題だいがポジティブであるかネガティブであるかにはかかわらず、論理学的には両者は完全に等とう価かなんですけど」


    「そもそも。なんなのそれ。撃ったら撃たれろとかいうの」


    「いえ。〝撃っていいのは撃たれる覚かく悟ごのあるやつだけだ〟ですけど」


    「漢おとこのコトバだ。俺おれの敬けい愛あいする大だい兄あに貴きのコトバだ」


    　ケンケンが顎あごをしゃくる。コタツの上にラノベが積みあげられている。


    　最近。ケンケンはラノベを読みはじめた。いつの頃からなのかと思い返すと、あんまり記憶にないが、これまでの悪あく行ぎよう──セクハラを土ど下げ座ざして謝あやまって、エロガキとバカガキとオスガキを、ぜんぶまとめて一度に卒業したあたりじゃないかと思われる。


    「原げん典てんは僕の知る限りフィリップ・マーロウだけどね。ラノベに限らず、アニメでも、あちこで用もちいられているね」


    「それで結局なんなんですの？　自じ意い識しきをはみださせた小こ僧ぞうが論理をもてあそんで自分の頭のいいところをアピールでもしているのかしら。でしたら……、あらあら。まあまあ。なんていじましいのでしょう」


    　聖せい羅らの言葉にジンジンはぐっさりと刺さされたようなダメージを受けている。


    「天あま使つか先せん輩ぱい……、手て加か減げんしてください」


    「じゅーぶん手加減されてるって。ジンジン。愛されてるってー。《副ふく音おん声せい》のほうだったらこんなんじゃないんだから」


    「ですから。その《副音声》というのは──いえ。いいです」


    　小こ森もりさんのお茶が出てきたあたりで、話題が自然と終しゆう息そくする。


    　本日のＧＪグツジヨ部ぶの部活動は、論理学的な──ナニカ、であった。
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    紅葉
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    「秋だねえ」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　机つくえに頰ほお杖づえをついた霞かすみが、窓まどの外そとを眺ながめながら、つぶやいた。


    　その視線の先では、落ち葉がはらりと舞い落ちてゆくところだった。


    　部室の窓の外からは、学校外はずれの林が見えている。木この葉の色は、赤と黄色と緑とで、ちょうど三分の一ずつ。


    「葉っぱって、なんで赤くなったり黄色くなったりするんだろ」


    「落葉の準備のためですよ」


    　誰にともなく投げかけられた問いに、ジンジンが答える。


    「落葉の前に、葉よう緑りよく素そを分解して、窒ちつ素そなどの栄養分を回収しているそうです」


    　文庫本に目を落としたまま、論理的で合理的な答えを返してくる。


    「失しつ格かく。しっかくだよジンジン」


    「えっ？」


    　ジンジンはようやく本から顔をあげた。ダメ出しをしてくる霞の顔を、まじまじと見返す。


    「もっとこー、ロマンティックな答えとか言えないの？」


    「ロマンティックな答え……ですか？　でも科学的に言っても、紅こう葉ようの原因というのは──」


    「失格ですわね」


    　大きくため息をつきながら、聖せい羅らが言った。


    　タロットカードを操あやつる手を止とめて、出来の悪い弟でも見るように、たしなめる視線をジンジンに送る。


    「そうですわね。たとえば……、秋がきたよーって、木々が皆に教えているのだ、とか、そうした答えはできないんですの？」


    「セラちん！　うまい！　ザブトン一枚！」


    「ええーっ……？　メルヘンですか？　そういうのは、ちょっと……」


    『ちょっと。なに？』


    　これまで無む言ごんを保たもってきたジルが、ここにきて参戦。にこにこと迫はく力りよくのある笑顔でジンジンを追い詰める。


    「だよねーっ。なんかいまそこはかとなく、差別っぽいニュアンスあったよねーっ」


    「ないですって。ぼくはただ、メルヘンっぽいのは、ちょっとって……」


    「ちょっと。なに？」


    　にこにこ笑顔はそのまま。こんどは肉にく声せいによって、ジルが訊きく。


    「ちょ──ジル先せん輩ぱい怒おこってます？　なんか怒ってます？」


    「おこって。ないよ。」


    「ケンケン。キミはね。メルヘンとファンシーを愛する全世界四十億人の女の子たちにケンカを売ってるね。メルヘンとファンシーの精せい霊れいたちに、あやまれー」


    「健けん太た。なあ健太。助けてくれないか。僕の弾だん劾がい裁判が始まっちゃってるみたいなんだけど」


    「んあ？」


    　マンガ雑誌を読んでいたケンケンは、腕うでを引っぱられて、ようやくこちらを向いた。


    「ああ。あれはな──」


    　かくかくしかじかと、これまでの〝あらすじ〟を説明されたケンケンが、自分の〝見けん解かい〟を口にする。


    「──木のやつらが衣ころも替がえしてるんだ。いっつも同じ緑色の服だと、やつらも飽あきるだろ」


    「はいジンジン、アウトーっ」


    「裏切ったなー」


    「なんだよ裏切りって？　俺おれはいつだっておまえの味み方かただぞ？」


    「自己のアイデンティティを他人に頼るからそういうことになるんです。メルヘンっぽいのは、ちょっとなんなのか、その先を自分の口でおっしゃいな」


    「天あま使つか先輩も僕の敵てきですかー」


    「味方でなければ敵だとか。本当に面めん倒どうくさいですわね。この小こ僧ぞう」


    『メルヘンは、……だめ？』


    　ホワイトボードの端はしに泣き顔をくっつけて、ジルが訊きく。


    「いやダメとか言ってないですって。僕は苦にが手てってそう言おうとしただけで」


    「ほらやっぱりディスってる」


    「ディスってないですよー。わかんないだけですってばー」


    「頭で考えるんじゃなくて。感性で答えるといいんだよ。ジンジン」


    「だからディスってないディスよー」


    「嚙かんだの？　それともいまのダジャレ？」


    「後こう者しやでしたら万ばん死しに値あたいしますわね」


    「ええっ？　か、感性で答えたんですけどっ!?」


    「やっぱ弾劾裁判にしよう。──挙きよ手しゆ！」


    　霞かすみが机つくえをぶっ叩たたく。ささっと手が挙あがる。


    「多数決により、ジンジンの有ゆう罪ざいが決まりましたー。判決。被ひ告こくを〝メルヘンの刑〟に処しよす。被告、ジンジンはーっ、葉っぱが赤くなったり黄色くなったりするメルヘンな理由を、考えることーっ」


    　その日、ジンジンは、う～ん、う～んと、うなりつづけた。
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    一二ＰＭ
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    　いつもの真夜中。いつもの布ふ団とん。


    　ぐっすりと眠ねむっていたジンジンは、はじめ、何の音が鳴っているのかわからなかった。


    　電話の着信音だと気づくまでには、ゆうに数すうコールくらいの時間が必要だった。枕まくら元もとに置いてあるスマートフォンが鳴り響ひびいている。


    「……はい」


    　たぐりよせて、ほっぺたに押しあてる。まだ四分の三ぐらい頭は眠っている。


    「……あっ。でた」


    　女の子のこえ。たぶん自分の知っている相手のこえ。


    「はい……。なんでしょう……」


    「……なにをしているの？」


    　思いっきり低い、不ふ機き嫌げんな声が聞こえてくる。


    　ジンジンはスマートフォンを顔から離した。「小こ手て指さし冴さえ子こ」と名前が見える。ついでに右上に表示されている現在時刻も見る。


    　午前〇時三〇分。


    「寝てましたが……なにか」


    「……なぜ寝てるのよ？」


    　なぜ自分は怒おこられなければならないのだろうか？


    　いや。彼女の声は、怒っているというよりは、責せめたてている感じ？


    「えーと……」


    　ジンジンは眠たい頭を必死になって働かせた。


    　自分に非ひのある理由を胸むねに聞いてみる。小手指さんとは、明日の正午に会うことになっていた。相談事ごとがあるからと、いつものように一方的に日にち時じが決められる。こちらの都つ合ごうなどは斟しん酌しやくされない。早起きをして、昼までに自分の用事を片付けようと思っていた。それでこうやって、早めに就しゆう寝しんしているわけなのだが──。


    「いまどこですか？」


    「どこって……」


    　彼女が息いきをのむ音が、まず聞こえる。そこにあったのは、まず怒いかりと叱しつ責せきと──あとはよくわからない、第三のニュアンス。


    　そこでジンジンはピンときた。


    「いますぐ行きますから！　──店で待っててください。すぐですから」


    　そう口にしたときには、布団を跳はねあげて着替えはじめていた。


    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊


    



    　店の外そとに、彼女はぽつねんと立っていた。


    　ファストフード店の看板は灯あかりが消えている。シャッターも閉しめられていて、彼女は店の外に追い出されてしまっていた。


    　ジンジンを認めた彼女の目に、まず浮かんだのは、安あん[image: ]どと喜よろこび。だがそれはすぐに、人を殺せる威い力りよくの目付きにとってかわられた。


    「遅いわよ！」


    　首根っこを摑つかまれた。──いや違った。すがりつかれた。


    「十二時って言ったのに言ったのに！　遅ち刻こくするなんてするなんて！　ばかばかばかばかー！」


    　ジンジンはただ棒立ちになっていた。カカシみたいに間抜けに突っ立ったまま、ぽかぽかと胸むねを叩たたかれつづける。小こ手て指さしさんは女じよ子しとしては背の高いほうではあるが、それでも身長差から、頭のてっぺんが見てとれる。小手指さんも女の子なんだなと、再さい認にん識しきさせられる。


    　胸を貸かしているあいだ、ジンジンが気にしていたのは、自分の汗あせに関することだった。


    　十月とはいえ、チャリを全速でこいできた。息いきだって荒い。シャツなんて汗でぐっしょりだ。


    「一二ＰＭって、僕、メールに書いたじゃないですか」


    　すがってくる小手指さんから、ちょっと離れて、友人同士の距離に戻る。努つとめて平へい静せいな声で、ジンジンはそう言った。


    「読んだわよ。だからこうして、夜中に家を抜け出してきたんじゃない」


    　小手指さんの顔を見る限り、彼女はまだわかっていないようだった。それでもなにかおかしいとは感じているようで──。


    「私もおかしいとは思ったのよ？　だけどメールに一二ＰＭって書いてあったから……。でも周す防おう君が間違えるはずはないし。お店で待っていたんだけど、周防君、来ないし。お店は十二時で閉まっちゃうし……。追い出されちゃうし、もう、どうしようかって……」


    「それは大変でしたね」


    「あと、あと……。へんな酔よっ払ぱらいも声かけてくるし……、ほんと……、どうしようって……」


    　小手指さんが肩かたを震ふるわせている。その肩の震えが、どうすれば止とまるかを考えて──ジンジンは、しっかりと両手で押さえることにした。


    「何なに事ごともなくて良かったですよ。ほんとうに」


    「あれ？　ねえ？　午後十一時だと、一一ＰＭでいいのよね？　だったら一二ＰＭって……。あの？　いいのよね？　私。間違ってないわよね？」


    「ええ。僕がいけないんです。つぎからは二十四時間表記にしましょう」


    　結局、その日は、相談事のほうはまるきり進まず──、ただ小手指さんをなだめることだけに終しゆう始しした。
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    様
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    「周す防おう様」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　鈴すずを転ころがすような声が響ひびいた。


    　涼すずしげなその聖せい羅らの声に、ぎょっと身を強こわばらせたのは──名前を呼ばれたジンジンであった。


    　本ほん名みようは周防仁じんである。しかし普段は〝ジンジン〟という愛あい称しようのほうで呼ばれている。このＧＪグツジヨ部ぶの中で本名で呼ばれることは──ほとんどない。


    　いや。上級生の三人の女性に限っていえば──まったくない。


    　それなのに呼ばれた。


    　あまつさえ〝様付き〟で呼ばれた。


    　その瞬しゆん間かん──。鍛きたえ抜かれたジンジンの生存本能は、この場からの速すみやかなる逃とう走そうを進しん言げんした。


    「僕。用事を思い出しまして──」


    　腰こしを浮かしかけたジンジンだったが、聖羅が見み逃のがしてくれるはずもない。


    「帰られてしまうのですか？　──周防様？」


    　あくまでも上じよう品ひんに聖羅は問いかける。ノーブルなその響きは、ジンジンの足を引き止とどめるに、充分な威い力りよくだった。


    「でたっ！　セラちゃんのお嬢じよう様さまモードっ！」


    「聖羅のやつ……、なんかへんなもんでも、食ったのか？」


    　ケンケンがぽかんと口を開あけている。


    『そっか。ケンケンたちは知らないんだね。聖羅ちゃんって、いっつもこうだよ。ケンケン君とジンジン君以外の男の人には。でも学校には下級生の男の子しかいないもんね』


    「わたくし。反省しましたの。いくら下級生の弟的な存在とはいえ、殿との方がたなのですし。礼れい節せつをわきまえて。女性らしく接せつするべきだと思い直しましたわ」


    「や、やめてくださいよ……。そ、そういうの……。あ、天あま使つか先せん輩ぱいらしくないですよ……」


    「おー。おー。おー。ジンジンがキョドってる。キョドってるーっ」


    　面白そうに、霞かすみがはしゃぎたてる。手を繫つないだジルも興きよう味み津しん々しんといった顔。


    「普段のわたくしといわれますと……、それはどのような？」


    　聖羅が小こ首くびを傾かしげる。


    　卵形の頭から、黒くろ髪かみがはらりと流れ落ちる。頰ほおにかかる。


    　その様子に目を奪うばわれたジンジンは、我われに返ってから、さらに錯さく乱らん気ぎ味みとなった。


    「どうされました？　──周す防おう様？」


    「や、や、や、やめてくださいってばー」


    　がたがたと椅い子すを揺ゆらして、ジンジンは椅子ごと後あとじさる。


    「そんなおしとやかなの──！　天あま使つか先せん輩ぱいじゃないですよー！」


    「んまっ」


    　上じよう品ひんな仕し草ぐさで、聖せい羅らは口くち許もとを押さえた。


    「ひどいですわ。──それでは普段のわたくしとは、いったいどのようなものだというのでしょう？　言ってくださいまし。言ってくださらないのは……、ずるいですわよ」


    　椅子から腰こしをあげると、聖羅はジンジンに迫せまった。


    　ジンジンは壁かべ際ぎわまで追い詰められた。スタンバイしていた小こ森もりさんに背中がぶつかる。それで気がついた小森さんが、右を見て左を見て、ああ部活動ですね、と了解した顔になる。「お茶を淹いれます」と小森さんが立ちあがり、ジンジンはその空あいた生なま暖あたたかい椅子に、どすんとお尻しりを落とすことになった。


    　部屋の角かどの椅子にすっぽりとはまる。もはや逃げられない。


    「あ、天使先輩は……、ですからそのっ……、いつも凜り々りしくてっ──、超ちよう然ぜんとした美しさがあってっ──、そういうところに憧あこがれというかリスペクトを持っていましてっ──」


    「えっ？」


    　追い詰められたジンジンの吐と露ろする言葉に──聖羅が目をしばたたく。


    「で、ですからっ──、もっと傲ごう岸がんで不ふ[image: ]そんにしていてくださいよ──。そんな──、男を立てるようなこととかっ、たとえ、ふりでもやめてくださいって──」


    「たっ──立ててなど、おりませんわ」


    「あれ？　セラちゃん？　──戻っちゃってない？」


    　霞かすみは聖羅を見た。


    　聖羅は慌あわてたような顔で、しきりに髪を撫なでつけている。


    「わたくしは──、か、からかっているだけです」


    「やっぱりからかっていたんじゃないですかー！」


    「あ、あたりまえです！　わたくしから崇すう敬けいを受けようとか──、じ、十年早いですわ」


    「なんでこれ、ケンカになっちゃってるの？」


    　言い争う聖羅とジンジンから目を離して、霞は皆に顔を回した。


    『さあ♡』


    「仁じんのやつは、女たらしだからな」


    「お茶が入りました」


    　淹れたての紅茶のいい香かおりが、部室に満ちる。


    　聖羅とジンジンの声をＢＧＭにして、いつものティータイムが始まった。
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    グルーミング・ぷりーず①
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    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　しゅるり、しゅるりと、ヘアブラシが髪を通るときの音が、部室に響ひびいている。


    　背せ筋すじをぴんと伸ばして座る聖せい羅らの後うしろに、ジンジンが膝ひざ立だちとなっている。ブラシを器用に操あやつって、艶つややかなその髪を丁てい寧ねいに梳すいている。まるで壊こわれ物を扱うかのように、ジンジンは緊張して、ひどく集中して、ブラッシングを続けていた。


    「お、おわりました……」


    　開始から十数分も経過して、ジンジンはようやくそう言った。


    「すこしは上じよう手ずになったわね」


    「お、おそれいります……」


    　極きよく度どの緊張を強しいられていたのか、ジンジンは尻しり[image: ]もちをつくように後ろに倒れこんだ。そのまましばらく立ち上がれずにいる。


    　部室の中のあちこちで、止とまっていた時間が動きはじめる。


    「お茶を淹いれます」


    　まず小こ森もりさんが立ち上がる。部屋の隅すみの紅茶基地に向かう。


    　がさがさと音を立ててお菓か子しの袋を開あけにかかるのは霞かすみ。ブラッシングが進行しているあいだ、音のひとつも立てちゃいけない雰ふん囲い気きが、なんだか漂ただよっているのだ。


    「カッケー！」


    　こちらはケンケン。本に集中してはいるが、周囲の空気を無意識のうちに察さつし取っているのか、ページをめくりながら奇き声せいをあげるようになる。ちなみに最近読んでいるのはマンガではなくてラノベ。ジンジンから本を借りまくって、有名どころを手当たりしだいに乱らん読どくしている。


    「いや、ですけど……。毎度のことですけど。緊張しますね」


    　ぺったりと座りこんだままで、ジンジンはそう言った。


    　聖羅の髪のブラッシングは、最近ではすっかりジンジンの仕事となっていた。


    　あれはまだ夏がはじまったばかりの頃だったろうか。いつもは小森さんがやっているブラッシングを、ジンジンがやることになったのだ。はじめは一回だけかと思いきや、そのうち回数が増ふえてきて、いまやすっかりブラッシング役を小森さんと替わっている。


    「だけどジンジンよかったじゃない。褒ほめられたのって、ひょっとして、はじめてじゃない？」


    「え？　そうですか……？」


    「これまでずっとダメ出しされてたのに。今日は、ほめられたじゃない」


    「今日もダメ出しされていませんでした？」


    「そこからか！」


    　霞かすみはうなった。わかっていないジンジンのために解説をしてあげる。


    「言われたでしょ。〝すこしは上じよう手ずになったわね〟って。それセラちゃんの最大級の褒ほめ言葉だよ？」


    「そうなんですか？　僕には〝まだまだ全然だから精しよう進じんなさい〟って聞こえましたけど」


    「セラちゃん。──どっち？」


    　ずいっと霞は聖せい羅らに顔を向けた。


    「おなじことを二度口にするほどわたくしの言葉は安くありませんことよ」


    　ゆっくりと紅茶を口に含ふくんでから、聖羅は言った。


    「ほらね」


    「それじゃなにもわからないですよ」


    「なんでわかんないの？　セラちゃん。ＹＥＳって言ってるじゃない」


    「ええっ？　言ってないですよ。……言ってるんですか？　あれ？」


    　ジンジンは聖羅に目を向ける。聖羅のほうは素そ知しらぬ顔で紅茶を飲んでいる。


    「なに？　親友の言うことが信用できないっつーの？」


    「いえ。信じます。信じます。──信じました」


    「よし」


    　霞は満足そうにうなずいた。そしてくるっとジンジンに背中を向けると、すとんと、ジンジンのあぐらの合間にお尻しりを落とした。


    「はい。やって」


    「えっ？　ちょっ──!?　やってって、なにをですか？」


    「その手に持っているものは、なに？」


    　ジンジンはまだヘアブラシを手にしていた。


    「はい。ぐるーみんぐ・ぷりーず～っ♪」


    「いえ。でも。あのですね。四しノの宮みや先せん輩ぱい」


    「なに？　セラちゃんにはグルーミングできて、あたしにはできないって？」


    「そんなことは言ってませんよ」


    　しぶしぶといった顔で、ジンジンは霞の髪を手に取った。ブラシを通しはじめる。


    「あれ？」


    　霞はいぶかしむ顔をした。なにか。へん。


    「ポニテ。ほどきますよ」


    「いいけど」


    　聖羅の髪に触ふれていた時とは違って、ジンジンが妙みように堂どう々どうとしているのだ。


    　なんか、そこはかとなく不満を覚おぼえつつも、霞はジンジンの手に、髪の毛を委ゆだねた。


    　たしかに……。上手かも……。
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    グルーミング・ぷりーず②
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    「はい。おわりです」


    　背はい後ごから声をかけられて、霞かすみは我われに返った。


    「ふあっ？　……もうおしまい？」


    「もう全部梳とかしおわりましたよ。──ポニーテールは自分で結むすびますか？」


    「あ。うん。いーよ。やって」


    　ジンジンの手が霞の髪をまとめて、ゴムをかけてゆく。


    「女の人って、一人一人、髪質が違うんですね」


    　霞の髪をまとめあげながら、ジンジンはそんな感かん慨がいをつぶやいている。


    　なんつーか……。余よ裕ゆうたっぷり？　ジンジンが〝スケコマシ〟と言われている理由を、霞は再さい認にん識しきした。


    　だけど聖せい羅らのときにはあれほど疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていたのに。自分のときにはなんでこんなに余裕があるのか。なんかムカつく。


    「霞さん。ご感想は？」


    「ジンジン。……じょーず」


    　聖羅に訊きかれて、霞は白はく状じようした。


    「でしょう？」


    　聖羅は自分のことのように誇ほこらしげな顔をする。なんでジンジンを貸してくれたのか、霞にはわかったような気がした。　


    「ねー。ジルちゃんもしてもらったら？　ジンジン、マジ、上じよう手ずだからー」


    『えー？　わたし？　……どうしようかなー』


    　はにかんだ顔で、ジルはもじもじとしている。


    　髪を梳かされているとき、霞はジルの視線をずっと感じていた。親友的直感で、霞は理解していた。


    　もうちょっと押せばオチる。この娘。


    「そうだジンジン。点数つけてあげる。──八〇点」


    「え？　なんですか？　いきなり？」


    「だから八〇点。ジンジン。まだまだだよ」


    「厳きびしいですね。そりゃ師し匠しようと比べられたら、しかたないですよ」


    「いつお兄ちゃんに教わってたの？」


    　ジンジンが白状するまでもなく、霞にはわかっていたことだが──。ジンジンのグルーミングの技わざは、兄のものだったのだ。


    「ジンジンってお兄ちゃんとは、直接知りあいじゃなかったよね？　いつどうやって？」


    「師し匠しようの紹しよう介かいですよ。ああ。この場合の師匠というのは、皇すめらぎさんのほうでして。天あま使つか先せん輩ぱいにダメ出しばかりされていましたので、どうやって上じよう達たつすればいいかを相談してみたら、ぜひ弟で子し入いりすべきだ、ということになりまして──」


    「My samurai master!?」


    「ほらジルちゃん。ジンジンって、お兄ちゃん直じき伝でんだよ？」


    「やって。」


    　さっきまで見せていた、はにかみとためらいはどこへやら──。ジルはジンジンの前にどすっと腰こしをおろすと、有う無むを言わせぬ口く調ちようでそう言った。


    　いちおう聖せい羅らに目を向けたジンジンは──うなずきを得えて、ヘアブラシを手に取った。


    「ha──wuwu」


    　髪にブラシが通った瞬しゆん間かん、口から出てしまった声を──ジルは両手で口を覆おおって堪こらえた。


    　ふるふると髪と背せ筋すじとを震ふるわせながら、ブラッシングもしくはグルーミングを受ける。


    　そして数分後──。


    　おしまいです、の声とともに解放されたジルは、畳たたみの上にしどけなく座って、ぐったりと脱だつ力りよくしていた。


    『……霞かすみちゃん。毎日こんなのされてるの？』


    「うふふふふ。貴方あなたはこれまでに食べたパンの枚数を数えたことはあって？」


    　霞は貴き族ぞくのように口許に手の甲こうをあててそう言った。


    「ジンジンすっかり勇ゆう者しやになっちゃったよね。最初は女の子の髪梳とかせませんよー、なんて、あんなに抵てい抗こうしてたのに」


    「毎週のようにやっていたら……、さすがに慣なれます」


    　ジンジンは聖羅に目を送りつつ、そう言った。当の聖羅は背中を向けたまま。黒くろ髪かみで応おうじる。


    　だけど聖羅のときと違って、霞のときもジルのときにも、ジンジンが余よ裕ゆうたっぷりだったことが──やっぱりなんだか、ちょっとだけムカつく。


    「ブラシ。よろしいですか」


    「ああ。お返しします」


    　小こ森もりさんの手にブラシが戻る。小森さんはそのブラシを戸と棚だなに戻すのかと思いきや、手に持ったまま、とととと、と、畳のうえを横断してゆくと、本を読んでいるケンケンの膝ひざの上に、すっぽんと収おさまった。


    「んあ？」


    　夢中だったラノベ読書を中断されて、我われに返ったケンケンが、妙みような声をあげる。


    　膝乗り小森さんを見て、まわりを見て、なにこれなにが起きてんの？　──と問いかける。


    「部活動です」
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    聖羅のイメチェン
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    　その日。ジンジンは戦せん慄りつしていた。


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　表面上は、いつもと同じ、ゆるやかな時間の流れが、部室には漂ただよっている。


    　最近、コタツ様が部室にやってきて、秋の肌はだ寒ざむさも遠のいた。皆でコタツに足を入れていれば、寒さを感じることはない。もっとも七人に対してコタツが一個なので、中はいつでも誰かの足で大混雑だ。ジンジンあたりは布ふ団とんの端はしをちょこっと使わせてもらうだけにとどめている。


    　その暖あたたかなコタツも、ジンジンにとって、針のむしろに感じられる。


    　聖せい羅らが髪型を変えているのだ。


    　いつもの黒くろ髪かみストレートではなく、なんというか──。


    　ロングヘアにしているところは普段と同じなのだが、その髪型というのが、つまりその──。


    　女性の髪型の変化には、いち早く気づくジンジンだった。本日の部活動がはじまってすぐに、当然、気がついていた。


    「ジンジンもっとコタツ入りなよ。そこじゃ寒いでしょ」


    「いえ。おかまいなく」


    　部長である霞かすみの言葉に、ジンジンはそう答えた。


    　彼女は気づいているのだろうか。いないのだろうか。ジンジンには判断がつかない。


    　そういえば最近、彼女からは、よくからかわれる。上級生が下級生をからかうのは、ＧＪグツジヨ部ぶの伝統に近くて、いつもの部活動の一いつ環かんともいえるのだが──。それにしても、その頻ひん度どは増ふえている。


    　このことと、なにか関係でもあるのだろうか……？


    『そういえばジンジン君』


    「はい。なんでしょう」


    　先せん輩ぱいであるジルのホワイトボードによる筆談に、ジンジンは返事をした。


    『最近。小こ手て指さしさんとよく会ってるんだってー？』


    「え？　誰からそれを？」


    　青い流し目が、すうっと向かっていったのは──。


    「……健けん太た」


    　じろりと、ジンジンは親友をにらんだ。


    「ん？　なに？」


    　きょとんと邪じや気きのない笑顔が返ってくる。


    　これまでの会話を聞いていなかったことは明めい白はくだ。


    　当然、これまでの流れもわかっていないわけで──。いや。そもそも彼にこうした機き微びを求めることが間違いだろう。


    　いま自分が針のむしろにいることも、彼にはわかっていないわけで──。


    「いや。なんでもないよ」


    「ねえ。こもりん」


    　と、霞かすみが訊きく。


    「なんでしょう」


    　と、小こ森もりさんが答える。普段なら「小森です」と訂てい正せいがはいるところだが、それもない。


    「ジンジンのこと、どう思う？」


    「最低のクソ野郎と評さざるを得えません」


    　ええっ？　ちょ──!?　そこまでですか？　髪型を変えたことに対してコメントを入れないのは、そこまでの罪ざい悪あくですかっ!?


    　聖せい羅らは普段の黒くろ髪かみストレートには、ちょっとしたアレンジが加わっている。左右の髪を一ひと房ふさずつ細い三つ編あみにして、それを後うしろに回してまとめてある。


    　その髪型には、どこかで見み覚おぼえがあると思ったら──。つまりその──。小こ手て指さしさんの髪型なのである。


    　女性が服ないしは髪型を変更したときには、素す早ばやく気がついて、可か及きゆう的てき速すみやかに褒ほめねばならない。それがルールである。


    　これまでジンジンが女系大家族で生きるなかで培つちかってきた生せい存ぞん戦せん略りやくであった。


    　このＧＪグツジヨ部ぶには女性のほうが多い。よってその生存のためのルールは、この場所でも適てき用よう可能なはずだった。


    　しかし──。


    　ジンジンの内うちなる声は「ＮＯ」と告つげていた。「その髪型。似合いますね」──と、もし口にしたのなら、「死」という結末が待っていることを、本能が告げている。


    　論理に従うべきか。本能に従うべきか。


    　激しい逡しゆん巡じゆんを繰り広げたのちに、ジンジンがつかみ取った答えは──。


    「天あま使つか先せん輩ぱい。ぜんぜん似合っていませんよ。それ」


    　空気がびりっと、緊張感で震ふるえた。


    　皆、息いきをのんで、聖羅の反はん応のうを見守っている。ケンケンでさえ、空気に気づいて「ん？」と顔を持ちあげたほどであった。


    「そうですか。ではやめますわ」


    　その顔に花のような微ほほ笑えみを浮かべて、聖羅は言った。


    　自分が正解したということを──まだ命があるという理由で、ジンジンは知った。


    　だがなぜその答えが正解だったのかということは、いくら考えてみても、わからなかった。
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    小手指さんの入部①
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    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　いつものように霞かすみが部室にやってきて、いつものように一番乗りだと思ってドアを開ひらいてみたところ、意外な先せん客きやくがいた。


    「おはようございます」


    　行ぎよう儀ぎよく正座している小こ手て指さしさんが、コタツにすっぽりとはまっている。そのやや大きめのお尻しりだけがこちらから見える。


    「あ……。いらっしゃ～い。こてさしゅさん」


    「小手指です」


    「ごめん。それ嚙かんじゃうの。うまく言えなくてー」


    「いえ。慣なれてますから」


    　霞はカバンを定てい位い置ちに置いてから、部室のなかをうろうろとしていた。


    　あまりにも小こ森もりさんに頼りすぎていた。こーゆーふーに、お客さんがきたとき、どうすればいいのか、すぐには思いだせなかった。


    　えーと。お客様がきたときには。──お茶。そう。お茶を出さなきゃ。


    　小森さんの紅茶基地に向かう。


    　道具を勝手にがちゃがちゃとやる。家事は得意とはいえないが聖せい羅らほど壊かい滅めつ的てきでもないので、紅茶の淹いれかたぐらいはわかる。小森さんの私し物ぶつの道具を使ったことは、あとで言って事じ後ご承しよう諾だくをもらうとして──。


    「あっ──。紅茶でよかった？」


    「いえ。おかまいなく」


    「あっそうか。お水がいいんだっけ」


    　いつも小森さんは、小手指さんに対してだけは、お水を出していた。そのことを思いだす。


    「……そうですね」


    　ガラスのコップにお水を注そそぐ。小手指さんの前に置く。


    「はい。どうぞ」


    　そして霞は小手指さんの向かい側がわに座った。コタツの布ふ団とんをめくって、自分も足を入れる。しかしなんだか落ちつかない。いつもと場所が違うからだろうか。


    　いつもの自分の席には、ちょうど小手指さんが座っている。


    「……ケンケン。おそいね」


    「関係ないでしょう。健けん太た君は」


    「あれ？　ケンケン待ってるんじゃないの？　──あっ。わかった。じゃあジンジンでしょ。──ならやっぱり、ケンケンと一緒だよ。いつもだいたいそうだから」


    「なんで周す防おう君が関係してくるんですか？」


    「だってよく会ってるんじゃないの？」


    「そんなことまでペラペラ喋しやべってるんですか。……あいつ」


    「えっ？　言っちゃだめだったのこれ？　──あっあっ！　ごめん忘れて忘れて！」


    「はい。忘れました」


    「よかったー」


    　霞かすみは安あん[image: ]どした。汗あせをかいてしまった首くび筋すじを、ぱたぱたと手のひらであおいだ。


    「おはようございます……、えっ？」


    　ドアのところで声がした。


    　ジンジンが靴くつを脱ぬぎかけた姿勢のままで固かたまっている。


    「私。貴方あなたを待っていることになっているみたいよ。──周防君」


    　小こ手て指さしさんがそう言った途と端たん、ジンジンの顔は、世にもへんなふうにぐんにゃりと歪ゆがんだ。抽ちゆう象しよう絵かい画がでも見ているふう。


    　ジンジンがぎくしゃくと動いて、コタツのポジションにつく。


    「あら……。いらっしゃいな」


    　つづいて入ってきたのは聖せい羅らと小こ森もりさん。小手指さんの存在に気がついて、聖羅が楽しそうに微ほほ笑えみを浮かべる。


    　聖羅いわく──。小手指さんがやってくると、自分と小森さんが、カワイクなるのだそーだ。


    　なんないよ？


    　ジンジンの隣となりに入った聖羅を見て、小手指さんは一瞬、変な顔をした。だがそれ以上、べつになにも言わなかった。


    「What's up? How do you do?」


    　ジルがやってきて英語で声をかける。


    　蛍ほたるちゃんが、とててーと走っていって、ジルの膝ひざの上にすっぽりと収おさまる。そこは蛍ちゃんの最近のお気に入りの場所だ。しかし蛍ちゃんの出しゆつ現げんは、いつもまるで湧わいてきたように唐とう突とつだ。いったいどこから出入りしているのだろー。


    「来ませんね。健けん太た」


    　ジンジンが言う。じろりと小手指さんが睨にらみつける。


    「ジンジン。それさっきあたしやった」


    「べつに健太君に会いに来たわけではありませんから。皆さん、だいたいお[image: ]そろいですので、そろそろはじめたいと思います」


    「うん。うん」


    　なにがはじまるのか分からなかったが、霞は身を乗りだした。
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    小手指さんの入部②
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    「今日の用件はこれです。先生に用紙をもらってきました。必要事項は、これでよいですか？」


    　白くて細い指が、一枚の紙をコタツの上に滑すべらせた。


    「えっ？　えと？　これって……？」


    　霞かすみはまじまじとその紙を見つめた。「入部届」と、そう書いてある……気がする。


    「入部届だよっ!?」


    「ええ。そうですけど。なにか」


    「これ入部届だっ──!?　どうしようどうする!?　どうしちゃう!?」


    　霞は紙を皆に見せて回った。


    「わたくし思うに。一いち文もん字じ先生のところに出してくればよいのではないかしら」


    『小こ手て指さしさん。ようやく来てくれるんだー。もう入っちゃえばいいのにー、って。まえから思ってたー』


    　ジルはにこにこと笑っている。


    「おねえちゃん。あそんでくれる？」


    　蛍ほたるは小こ首くびを傾かしげている。


    「へえ。入部届ってこういうものなんですね。はじめて見ました」


    　ジンジンは眼鏡めがねを持ちあげて直して、興きよう味み深げに見つめている。


    「そっか。ジンジンこれ書いてないもんね」


    「書いてない……って、貴方あなた、部員じゃなかったの？」


    「色々とありましてね」


    「なんだか[image: ]だまされた気分」


    「僕のほうこそショックですよ。こういうことでしたら、事前に一ひと言こと、僕に相談して欲しかったですね」


    「相談しようとしたじゃない！」


    　小手指さんはコタツをぶっ叩たたいた。


    　びくう、と霞は引いていた。聖せい羅らはいつものクールさで、小こ森もりさんの出してくれた紅茶を口に含ふくんでいる。ジルはニコニコ。蛍も膝ひざのうえでニコニコ。


    「……なのに来なかったのは、周す防おう君でしょ？」


    「行ったじゃないですか……、遅おくれましたけど」


    （なんか小手指さん……、いつもと違う……よね？）


    　霞は小声で聖羅に言った。ジンジンと話す小手指さんは、なんだか雰ふん囲い気きが……？


    「彼女の地じはこちらですよ」


    「勝手に決めないでもらえるかしら」


    　不思議なものでも見るような感じで、霞かすみは二人を交こう互ごに見比べた。


    　すっごく、意い気き投とう合ごうしてなくない？　なんで？　どうして？　いつのまに？


    「──それで入部の件なんですけど」


    　ぎゅいんと、小こ手て指さしさんの顔がこちらに向く。ロックオンされて霞はビビった。


    「ああうんうん。だよねだよねっ。……だけどなー。困こまったなー」


    　霞は腕うで組ぐみをして考えこんだ。


    「入れてもらえないんですか？　なぜですか？　どうしてですか？　それは先せん輩ぱいの個人的理由からですか？　だとしたら職しよつ権けん乱らん用ようじゃないんですか？」


    「いやそんなことぜんぜん言ってないからね？」


    「吹すい奏そう楽がく部ぶは、もうやめてきましたから。入れてもらえないと困るんですけど」


    「ええっ!?　辞やめちゃったんですか!?　だ──だから僕に先に相談してくださいって！」


    「なによ。寝坊してこなかったくせに」


    「だーかーらーっ！　ＧＪグツジヨ部ぶの新入部員になるにはー！　儀ぎ式しきがいるのねっ！」


    　ジンジンと小手指さん、二人を引きはがして、霞は強ごう引いんに割って入った。


    「どんな儀式でも、やり遂とげますよ？　私」


    　小手指さんはそう言った。儀式の内容も聞いてないうちから、そう言った。本当に言葉通り、どんなことでもやってしまうのだろう。


    「お？　なんだー？　こてさしゅ、きてたんだー」


    　そのときケンケンが部室に入ってきた。


    「あっ。健けん太た君♡」


    　くるりと振り返った小手指さんは、まるで別人だった。きつくて怖こわい感じは、どこへやら。愛あい想そうに[image: ]あふれるカワイイ系女じよ子しがここにいた。


    「いま入部届書いているの。私もＧＪ部に入ろうと思って。これで健太君と同じ部活だよ」


    「お？　──ああ、そっか！」


    　ケンケンが急に、カバンと上うわ着ぎとを投げ捨てた。小手指さんに駆かけ寄って、両手を握にぎる。


    「そうだよ！　こうすりゃよかったんだー!!　これで俺おれたち付き合えるぜー！」


    「え？　ええっ!?　つ……、付き合う……って!?」


    　小手指さんは顔を真っ赤にした。


    「ほら前に言ったじゃん。俺、おまえと付き合えねーって。部活あるから遊べねーって。でも一緒の部活なら、一緒に遊べるじゃーん！　これで俺たち付き合えるぜー！　そっか。こてさしゅも誘さそえばよかったんだー。思いつかなかったー。俺。ばかだったー！」


    　うん。バカだね。


    　ケンケンは、エロは直ったけど、バカなのとデリカシーないのは、そのままだったね。
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    ＧＪ部のヒミツ
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    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　小こ手て指さしさんを部員に迎えはしても、ＧＪグツジヨ部ぶの部室は、いつもとあんまり変わりがなかった。


    　霞かすみはお菓か子しを食べている。ケンケンはマンガ雑誌──ではなくて、ラノベを読んでいる。聖せい羅らは針と糸とを使ってちくちくと、どう見ても呪のろい人形にしか見えないマスコットを作っていて。ジルは蛍ほたるとあやとりをしている。小こ森もりさんはサスペンド中。


    　そして小手指さんは宿題をやっていた。同じようにノートを広げているジンジンと、たまに質問したり答えたり。同じクラスの同じ宿題を、能のう率りつ良く片付けている。


    「おわりました」


    　誰に向けるでもなく、ジンジンがそう報告をした。


    「助かるわ。苦にが手てなところが聞けるから」


    　ほぼ同じタイミングで小手指さんも終わっている。


    「それは僕の言葉ですよ」


    「──健けん太た君は。宿題、やらないの？」


    「あー。あとでなー」


    　ケンケンはラノベを読みながらそう答える。


    「足」


    　小手指さんが短く叱しかる。ケンケンは机つくえの上に投げだしていた足をおろした。


    　ケンケンのお行ぎよう儀ぎの悪さについては、これまで誰も指し摘てきしなかったが……。言えば、聞くんだ──と、軽い驚おどろきが皆の間あいだを走る。


    「宿題。おわりましたけど？　──先せん輩ぱい」


    「え？　ああうん。じゃあ遊んだら？　──あ。食べる？　キノコとタケノコとどっちがいい？　両方がいっか」


    　手のひらの上にもらったお菓子を見つめつつ、小手指さんは、釈しやく然ぜんとしない顔のまま。


    「部活動……。やらないんですか？」


    「うん？　やってるよ？」


    「昨日きのうも一昨日おとといも、こうやって暇ひま潰つぶしをしていただけじゃないですか」


    「うん。そうだね」


    　霞はあたりまえのように答える。


    　小手指さんは、一瞬、イラッときたようだが、その感情は抑おさえこんで──。


    「ＧＪ部って、なにをする部なんでしょう」


    「それは深しん遠えんな問題だねぇ……」


    「はぐらかさないでくださいよ」


    「考えるな。感じろ」


    「なんですか。それは」


    「天と地と……ええと、なんだっけ？」


    「まーちゃんいわく。天と地と風の息い吹ぶきを聞け、ですわね。空と大だい地ちの間あいだにある、というバージョンもありましてよ」


    　聖せい羅らが答える。糸できゅーっと首をくくって、首吊り人形を、一体、完成させたところだった。引きつづき首吊りブラザーズの制作に取りかかる。


    「だからなんなんですか」


    　小こ手て指さしさんは、ますますわからない、という顔になってゆく。


    「考えるだけ無駄ですよ。僕も最初はずいぶん悩なやみましたけど。最近は慣なれました」


    「もうっ。みんなして、私のこと、からかってますか？　私、からかわれてますか？」


    　皆はふるふると首を横に振る。


    「お茶を淹いれます」


    　小こ森もりさんがサスペンドから復ふつ帰きして、紅茶の用意に取りかかる。彼女がお茶の用意に動きはじめるのは、〝部活動〟が始まった合図なのだと、小手指さんもなんとなく察さつしてはいる。


    「ＧＪグツジヨ部ぶの活動内容はね。ＧＪ部魂だましいを追つい究きゆうすることなんだよ」


    　小森さんの後うしろ姿を目で追っている小手指さんに、霞かすみは言った。


    「だからそのＧＪ部魂っていうのは……。ええと……、ですね。なんか私が意い固こ地じになって聞いている感じですけど。べつに意地になってるわけではなくて。私なりに、部に入ったからには、きちんと活動しようと思ってのことなんですよ？　どういう活動なのかを聞いておけば、準備だってできるし。より能のう率りつ的てきに活動できると思うんですけど」


    「小手指さんって──」


    　本日三つ目のおやつ、カール（チーズ味）をしょりしょりと囓かじりながら、霞は言う。


    「──ジンジンと気が合いそうだね」


    「なんでですか」


    　路上の痰たんでも見るような顔を、小手指さんはジンジンへと向けた。


    「ですわね。効こう率りつ厨ちゆうなところだとか。このあいだわたくしがレベル上げをしていましたら、メタルスライムを狩かるより、ラストダンジョンでザコ敵てきの数をこなしたほうが時間効率がいいですよとか、つまらないことを言うんですのよ。この子」


    「根こん拠きよはあります。エクセルの計算シートも提出できます」


    「ほら」


    　本日の部活動は、経けい験けん値ち効率追求委員会──じゃなくて。ＧＪ部の部活動の秘密に迫せまれ、であった。
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    ライバル？
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    「りっちゃんが言うには、あたしとこてさしゅさん、ライバルなんだってー。……なんでだろうね？」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　お菓か子しを口に運はこびながら、霞かすみは誰にともなくそう言った。


    「さあ。なんででしょうね」


    　答えてきたのは、当とうの小こ手て指さしさん本人。


    　他の皆は、戦せん々せん恐きよう々きようとしている。どのような種類のコメントも、ちょっと差し挟はさむことができないような雰ふん囲い気き。


    「だよねー。わかんないよねー」


    　霞は小手指さんに大きく同意をしめした。


    「ああ……。可愛かわいいわ……。霞……」


    『聖せい羅らちゃん。気をしっかりもって』


    　ジルがホワイトボードに書いて見せるが、聖羅の目には、入っているのかいないのか。


    　聖羅は髪先まで震ふるわせ、いまにも正しよう気きを失うしなってしまいかねないほどのエキサイトぶりだ。


    「カモミールティーです」


    　小こ森もりさんがお茶を運んでくる。聖羅には紅茶でなくてハーブティー。ちなみにカモミールには気分を落ちつかせる効こう用ようがある。


    「……ありがとう。小森。おいしいわ。紅茶」


    　やっぱり聖羅はこんらんしている。礼など言っている。これまで一度だって言ったことなんてないのに。


    『聖羅ちゃん……。それ紅茶じゃなくて、ハーブティー……』


    　ジルがとほほと嘆なげいている。聖羅は味もわかっていない様子だ。


    「いったいなんのライバルなんだろ？」


    「さあ。まったく全然見けん当とうもつかないですね」


    　小手指さんはしれっと答える。


    《この女め狐ぎつねもまったくたいしたタマですわね》


    「こてさしゅはなー、戦せん艦かんなんだってさー。カッケーよなー」


    「……どうしたの？　健けん太た君？」


    　部屋の中に響ひびく《副ふく音おん声せい》にケンケンがコメントを入れていた。その光こう景けいが、小手指さんには不思議なものとして映うつったらしい。


    「あー。こてさしゅさん。そっちかー」


    「……なんですか？」


    　小こ手て指さしさんは眉まゆをしかめて霞かすみを見返す。


    　この世には二ふた通とおりの人間がいる。《副ふく音おん声せい》が聞こえる側がわと聞こえない側とだ。あるいは聞こえないふりをしているのだという説せつもあったが、小手指さんがそっち側であるとわかったことで、やっぱり本当に聞こえていないという説のほうが濃のう厚こうになってきた。


    「いやー、いいの、いいのー、こっちのことだからー」


    「気にしないほうがいいですよ。僕もよくわかりませんけど。慣なれます」


    「……わかんないわよ」


    　小手指さんの眉み間けんに縦たて皺じわが深く刻きざまれる。


    《修しゆ羅らの道を歩あゆんでおりますわね。この娘。血なまぐさい空気が漂ただよってまいりますわ》


    「いいじゃありませんか。かわいいじゃありませんか。小手指さん」


    「えっ？」


    　目をぱちぱちとさせて、小手指さんが聖せい羅らを見る。彼女には聖羅の肉にく声せいのほうだけが聞こえているから、いきなり「かわいい」と、つぶやかれたことになる。


    《かわいい？　どこがです？　小こ賢ざかしいだけですわ。わかっておりませんわね》


    「なにを言っているんですの。わかっていないのは、そっちでしょう」


    　ついに《副音声》と肉声とのあいだで口こう論ろんがはじまった。今日の聖羅は本当におかしかった。


    「あの……、天あま使つかさんは、いったいどうしちゃったんですか？」


    　アブナイ人でも見るような目付きで、小手指さんは聖羅に怖こわ々ごわと目を向けている。


    「セラちゃん。中なかの人とケンカしちゃだめー」


    「……はい？　なかのひと？」


    「だからこっちのことー。気にしなくていいってー」


    《とにかくわたくしは気に入りません。なんですのこの小娘。霞さんの隣となりにちゃっかりと場所を取って》


    「人をディスるばかりで、愛めでる気持ちも持てないと、人間の底が知れてしまいますわよ」


    《ディス……？　なんですの？》


    「悪口という意味ですわ。さんざん物を知ったふりをするくせに、ご存じないのかしら」


    　つんと胸むねを反そらして聖羅は言う。一人口論に忙いそがしい。


    　そんな聖羅を小手指さんは怖々と見つめている。


    「なんだか天使さん……。いない相手と話しているみたい……。誰かがそこにいるみたい……」


    　小手指さんはぶるっと身を震ふるわせると、二にの腕うでをさすりはじめた。


    「私……。霊れい感かん、強いんですよ？」


    「いやー、それはないと思うよー」


    　霞はそう言った。皆も深ふか々ぶかと頷うなずいて同意をしめした。
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    コタツの魔力

    


    [image: ]


    「こんなにのんびりしたの……。私。生まれてはじめてかも」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　コタツの布ふ団とんに首まですっぽりと収おさまりながら、小こ手て指さしさんがそう言った。


    　彼女がＧＪグツジヨ部ぶに入って、早くも数日──。


    　毎日毎日、ＧＪ部ってなんなんですか、活動内容ってなんですか、と、誰彼かまわず問い詰めていたが、一週間近くも繰り返すうちに、さすがに飽あきたか、それとも順じゆん応のうしたか、今日はずっとコタツで丸くなっている。


    「コタツって、いいよねー」


    　机つくえのほうにいる霞かすみが、そう言って眺ながめた。


    「ええ。おこた……。いいですよね……」


    　ほんにゃりと融とけたような表情で、小手指さんも返す。


    「おこた？」


    　霞が問い返すと、小手指さんは、はっとなって口くち許もとを押さえた。


    「……コタツ、です」


    　硬かたい表情が一瞬戻ってきたものの、すぐにまた、ほんにゃりと融けきってしまう。コタツの魔ま力りよくには抗こうしがたい。クラス一と名高い美び貌ぼうが、少々残念な感じに、融け崩くずれている。ここ一週間ばかりまとい続けてきた武ぶ装そうが完全に解かい除じよされ、小手指さんはどこにでもいる普通の女の子のように見えていた。


    「知ってたー？　おこたはねー。寝ちゃうとー。もっと気持ちよくなるんだよー」


    「そんな学校で居い眠ねむりだとか……。できませんよ」


    「してるよ」


    　霞が目め線せんを下おろした先には、蛍ほたるちゃんがいた。いつも誰かにひっついている蛍は、今日は小手指さんにひっついていた。小手指さんのお腹なかを枕まくらにして、くうくうと寝ね息いきを立てている。


    「あら」


    　寝こける童どう女じよのほっぺたを、小手指さんが、つっつく。


    　つんつん。つんつん。


    　弾だん力りよくを確かめているうちに、楽しくなってきたのか、指先はますます止とまらなくなる。


    「うふふ……」


    「あたしも！　あたしもーっ！」


    　ぴょんと机から離れて、霞はコタツにポジションを取った。


    　小手指さんの隣となりに座って、ぴこぴことほっぺたを指先で押しこむ。


    「……なにやってるんですか。先せん輩ぱい」


    「ほっぺた。ぴこんぴこん」


    「やめないと。こうですよ」


    　ぴこぴこ。


    「ああ。なんてかわいいの……、霞かすみっ」


    『聖せい羅らちゃんもまざってきたら』


    「い、いえっ……、わたくしは、べつに……」


    『じゃ、わたし、まざろーっと♡』


    「あっ──ずるいですわ！」


    　ジルと聖羅がまざる。三対一で、小こ手て指さしさんは、ほっぺをぴこぴこと押しこまれる。


    「ちょ──ちょっと周す防おう君。助けてよ！」


    「遠えん慮りよしておきます」


    　ジンジンは文庫本に目を落としたままでそう言った。小こ森もりさんがサスペンドから目め覚ざめて、すっくと立ち上がり、皆の分の紅茶とお水の準備にとりかかる。ケンケンはずっと本を読み耽ふけっている。凄すごい集中力だ。周囲の出来事にまったく気がついていない。


    　嬌きよう声せいと歓かん声せいと悲ひ鳴めいとが、ひとしきり沸わき起こったあと──。


    「いまって……、なんじくらいですかぁ……？」


    　ふうふう言いつつ、疲つかれ果はてた声で、小手指さんがそう言った。


    「うん？　そだね。午後四時プラスマイナス二時間くらいかなー」


    「四時……、ちょっと寝ても平気かな……。でも……プラスマイナスって？　なんですか？」


    「ＧＪグツジヨ部ぶ時間だよ。プラスマイナス二時間の幅はばを取るの」


    「いいかげんなんですね……」


    「ちがうよ。ＧＪ部魂だましいだよ。太たい古こから連れん綿めんと流れつづけているんだよ」


    　意味がわかっているのかいないのか。霞はえっへんと格かつ好こうをつける。


    「そっかー……。健けん太た君……、こんな時間のなかにいたんだー……」


    　小手指さんの声はそこで途と切ぎれた。くーくー、と、規則正しい寝ね息いきが聞こえてくる。


    「ん？　俺おれ、いま呼ばれた？」


    　ちょうどラノベの一冊を読み終えたタイミングだったか──。ケンケンが顔を向けている。


    「あれ？　こてさしゅ、寝てんの？」


    　ケンケンの声は地じで大きい。皆から[image: ]そろって、しーっ、と怒おこられる。


    「俺もねよーっと」


    　ケンケンはひょいっと部屋を横断して、コタツにやってきた。すうすう寝ている小手指さんの真横に、すうっと自然な動どう作さで入りこむ。


    「隣となりで寝るなーっ！」
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    なかなおり
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    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　おだやかないつもの時間が流れてゆく。


    「あのですね……」


    　小こ手て指さしさんが、コタツの天てん板ばんに貼はりついていたほっぺを引きはがして、顔を持ちあげる。


    　部室の片かた隅すみで立ち働いている人影に、その目を向ける。


    「あの子……。なんか変じゃないですか？」


    「え？」


    　同じようにこたつの天板にほっぺたを貼りつけていた霞かすみが、ぺりぺりと顔を持ちあげた。


    「ああ……。こもりんね」


    　なんだという顔で、霞は顔をコタツに貼りつけ直した。小こ森もりさんが自分の紅茶基地で紅茶の用意をしているのは、べつになんということもない、いつもの光こう景けい。いつもの日常。


    「紅茶の用意は小森の仕事ですわ。気にしなくていいんですのよ」


    　聖せい羅らもそう言う。


    「こもりは……。がんばってます。……もうすこしです」


    　話題が聞こえていたのか、小森さんも振り向きぎみに、そう言ってきた。


    「いえ。そういう意味じゃなくて……。あの子……。なんか変なんですけど？」


    「へっ？」


    　霞はもういちど小森さんに目を向けた。そういえばだいぶ前からずっとやっている。普段なら手早く数分もしないうちに完了させているのだが、その何倍もの時間がかかっている。


    　じーっと見ていると、明らかに手て際ぎわが悪かった。もたもた、のろのろ、とやっている。


    「え？　あれっ？　こもりさん……なのかな？」


    「なんですか？」


    「小森さん……じゃなくて、今日は、〝こもりさん〟のほうみたい」


    「ですから……。なんですか？　それ？」


    「さあ？　あたしにもよくわかんない。……でもたまにあーなるよね」


    　霞と小手指さんだけでなく、皆で小森さんの背中を、じーっと見守りにかかる。


    　小森さんの動きがようやく止とまった。何十分もかけて、ようやく紅茶を淹いれ終わったようだ。だがこちらに運はこんでこようとするところで──。


    「はわわー」


    　手元を滑すべらせてポットを倒たおした。せっかくの紅茶が、流しの排はい水すい口こうへと消えていってしまう。


    「もうっ」


    「あっ。だめだよ。手伝っちゃったら」


    　霞かすみは止とめた。小こ森もりさんは頑がん張ばっているのだ。仕事を取っちゃったら、いけないのだ。


    「しりませんよ」


    　だが小こ手て指さしさんは霞の制せい止しをあっさりと一いつ蹴しゆうした。


    「女の子だったら、調子のわるい日くらい、あるでしょう」


    　毅き然ぜんと言うと、小森さんのもとに歩いていってしまう。


    「葉っぱって、どれ使うの？」


    「あの……」


    「お水は？　水道のでいいの？　それともなにか特別なやつ？」


    「あの……、このじょうりゅうすいを……、つかいます」


    　仕事を横取りするのではなくて、小森さんのやりかたのまま、手伝いに徹する。


    「かっけー……」


    　ケンケンがそんなつぶやきをあげた。しかしたぶん小手指さんには聞こえていなかったろう。もし聞こえていたら、小手指さんはたぶん正しよう気きではいられなかったはずだ。


    「紅茶。はいりました」


    　小森さんが、おそるおそる、だがしっかりと──お盆ぼんを両手でしっかりと持って運はこんでくる。小手指さんが、いつバランスを崩くずしてもいいように傍かたわらに付き添そっている。


    「ありがとー。こもりん」


    「ご苦労でした」


    『いつもありがとう』


    「ありがとうございます」


    「さんきゅーな」


    　皆の前に紅茶を置いていく小森さんに、皆で口々にお礼を返した。そういえば最近すっかり慣なれっこになってしまって、お礼と感謝を忘れていたかもしれない。


    　そして最後に、小手指さんの前にも、紅茶が置かれた。


    「え？　これ？　だって私は？　……お水じゃ？」


    　小手指さんは小森さんの顔をまじまじと見つめた。


    「そうだよ。こもりん。こてさしゅさんは、お水が好きなんだから──」


    　小森さんは、首を弱よわ々よわしく左右に振って返す。


    「これまで……。いじわるしていて。ごめんなさい」


    「え？　ええーっ!?　いじわるだったのーっ!?」


    　霞の大声が部室に響ひびいた。


    　その日。小手指さんは小森さんの入れてくれた紅茶をはじめて口にした。


    　本日の部活動は──〝なかなおり〟だった。
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    ハロウィン準備
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    「みんな！　気合い入れていくよー。今年こそ。勝つんだからねー！　おー！」


    「四しノの宮みや先せん輩ぱい。口はいいですから手を動かしてください」


    「ジンジン。キミは最近先輩に対してきついときがあるよね」


    「どなたか赤い布ぬの余あまっていないかしら？　ここ赤くしたほうが可愛かわいいと思いますのよ」


    『霞かすみちゃん。前まえ身み頃ごろのところがないよー。型かた紙がみに合わせて切るの、やってやってー』


    「えっ？　えっ？　えっ？　──どれっ！　どれなのっ！」


    「先輩は縫ぬうほうで。そっちでしたら失敗されても糸を解ほどけばリカバリーできますので」


    「さすがは小こ手て指さしさんですね。四ノ宮先輩の失敗も折り込みずみですか」


    「えっ？　これっ？　これっ!?　これ縫えばいーのっ!?　これを……、こうで……、こうだあぁぁ──って！　うわっち！　痛たたたた！　手！　手……手え刺さしたぁ！　血が！　血がっ！　ぷくうぅーって、見てほら誰か見て！　血があっ！」


    「うっせーな。んなもん舐なめときゃ治なおんだろ」


    「け、け、け──ケンケンが吸すったぁ！　ちょ!?　指吸うのだめえ！　この吸きゆう血けつ鬼きぃ！」


    「なにやっているんですのケンケン。霞さんの血はすべてわたくしのものですわよ」


    「セラちゃんがあたしの血を狙ねらってる──っ!?　吸血鬼いぃぃ！」


    「あら。それは昔の話ですわね。今年は違いますわよ」


    　十月も終わりにさしかかってきた部室では、ハロウィンの準備に大おお忙いそがしだった。


    　きたるべき十月の三十一日には、この衣い装しようを着て、ご近所さんを練ねり歩いてお菓か子しを頂いただく。毎年、高校のほうの元がん祖そＧＪグツジヨ部ぶと対決している。もらったお菓子の数で決着をつける。


    「今年はこっち！　なんと八人もいるんだもんね！　絶対負けないよねーっ！」


    「あれ？　それって、数、違いませんか？」


    　ジンジンが皆の顔を見回しながら指をおってゆく。だが全員数かぞえても折れている指は七本。


    「ああ。蛍ほたるちゃんも入れちゃっているんですね」


    　部室の隅すみでお手玉をしていた童どう女じよが、こちらを向いて、あそぶ？　とおかっぱの髪を傾かしげた。


    「いいの！　向こうだってまーちゃんとか入れてたときもあるんだから！」


    　知らない名前が出てきても小手指さんは気にしない。てきぱきと作さ業ぎようを進める。霞のぶんの作業を終わらせ、自分のぶんの針仕事も終わらせる。


    「いくつか仮かり縫ぬい終わってますけど。あとはフィッティングしないと」


    　簡単に縫っただけのものを実際に着てみて、サイズが合っているかどうかを確かめてみるわけだ。


    「じゃあ男だん子し。向こうむいてて」


    「外そとに出てますよ」


    「いいよ向こうむいててくれれば」


    「マジですか」


    　ついたての向こうで着替えはじめた気け配はいを背中で感じつつ、ジンジンとケンケンは二人で、ひたすら仕事に没ぼつ頭とうした。


    「じゃ～ん！　あたしの今年のモチーフは、女め神がみさま～っ！」


    　ついたての向こうから飛びだしてきた霞かすみが、ポーズを取った。半はん透とう明めいのふわふわを羽は織おって神こう々ごうしいイメージだ。しかし元気すぎて女神様というには神しん格かくがすこしばかり欠けている。


    「四しノの宮みや先せん輩ぱい。それ仮かり縫ぬいなんですから。あまり暴あばれると大だい惨さん事じですよ」


    　ジンジンがひどく冷れい静せいにコメントを入れている。


    　つづいて聖せい羅らが、しゃなりと歩き出してきてポーズを取った。


    「吸きゆう血けつ鬼き、悪あく魔ま、とジョブチェンジして参りましたので、今年はサキュバスですわ」


    「ことしは。おおかみさん。がるがる。」


    　ジルが肉にく声せいでそう言った。爪つめ付つきにくきう手袋を装そう備びしていては、マーカーが握にぎれない。


    「ウサギさんです」


    　小こ森もりさんは黒いハイレグと白いしっぽのバニーガール。浮き輪くらいのサイズの懐かい中ちゆう時ど計けいが小道具だ。モチーフは不思議の国のアリスの三月ウサギあたりだろうか。


    「あの……、ちょっと……」


    　そして最後の一人。小こ手て指さしさんは、ついたての向こうでぐずぐずしていた。


    「これ……、露ろ出しゆつ度ど……、高く……ないですか？」


    　顔だけを出して身は隠かくしている。平へい然ぜんと立ってる三人に、怖こわ々ごわとした目を向けている。


    「そお？」


    「四ノ宮先輩のなんて透すけてますし……。天あま使つか先輩だって、おヘソとか出てますよ？　あとそれ……えっちな悪魔のことですよね？　サキュバスって？」


    「え？　そうなんですの？　格かくゲーに出てまいりますのよ？　よく知りませんけど」


    「そういうのは周す防おう君が詳くわしいんじゃないかと」


    「交通事故に巻きこまないでください」


    「見せろよー。こてさしゅー」


    「う……、うん」


    　ケンケンが言うと小手指さんは観かん念ねんして、ついたての裏うらから身を現あらわした。


    　片手で二にの腕うでをさすりさすり。もう片方の手で太ふと[image: ]ももを隠している。堂どう々どうと立っていればそうでもないのに、恥はじらっていることで、なんか不必要にえっちく見えてしまう。


    「こてさしゅさん。ワルキューレはね。もっとキリッとしてるんだよ」


    「無理です……」
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    小手指さんの受難①
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    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　紅こう葉ようもハロウィンも過ぎ去ってゆき、秋もだいぶ深まって、そろそろ冬の足音が聞こえはじめてきた、そんな日のこと。


    「小こ手て指さしさん、こないねー」


    　ほっぺたをコタツの天てん板ばんに貼はりつけて、霞かすみは言った。


    　最近、小手指さんが部活に顔を出さないのだ。べつに毎日かならず全員が[image: ]そろうのが当然というわけでもない。皆、それぞれ用事があったりするから、全員の顔が一度に見られるのは、週のだいたい半分くらいだろうか。


    　だからはじめは、霞も気にしてはいなかった。しかし週の中頃を過ぎ、終わりも過ぎ、週末を越え──。翌よく週しゆうになっても顔を出さなかったから、どうしたんだろうと心配になった。


    「こてさしゅさん……。きのーもおとといも、こなかったよねー」


    「ああ。そうだな」


    　返事は意外なことにケンケンから返ってきた。


    　ぺりぺりとほっぺたをコタツから引きはがして、霞はケンケンを見つめた。


    　ケンケンは例によってラノベを読んでいる。「足」と注意する小手指さんがいないので、机つくえの上に足をのっけて、お行ぎよう儀ぎのわるい格かつ好こうをしている。


    「ＧＪグツジヨ部ぶ……、嫌いやになっちゃったのかなー……。こてさしゅさん」


    　最近、なじんできた気がするんだけど。小こ森もりさんとも友達になったし。自分とは姉し妹まいになったし。いや、なってないかな。自分のほうは妹みたいに思ってるけど。


    「そりゃ。ねえよ」


    「え？　ちがう？　やっぱり妹にはなってない？」


    「なんの話だよ？　──ＧＪ部が嫌になったんじゃねえよ、って。俺おれ、そう言ったんだけど」


    「わかんないよ。そんな昔の話題に返事されたって」


    「は？　昔？　おまえべつになんも言ってなかったじゃん？」


    「こてさしゅさん。教室ではどうなの？　ケンケンとジンジンって、同じクラスだよね？」


    「きてねーよ」


    「は？」


    「だから。きてない。ガッコ休んでる」


    「それ先週から？」


    「そ。先週から。月曜からだったっけ──仁じん？」


    「そうだね」


    「どうしてそういうこと早く言わないのっ！」


    　霞かすみはコタツをぶっ叩たたいた。なんで黙だまってるかなー！　そーゆー大事なこと！


    「最初は風か邪ぜだって思うだろ。最近、寒いし……。風邪が長引いてんだなー、って思ってるうちに、週のおわりになっちまってさー」


    「そしたらフツー！　お見舞いとかいくでしょ！」


    「行ったよ。俺おれと仁じんで、二人で。プリントもって。あとプリンも持って──」


    「ザブトン全部取っちゃって」


    「なに？　なにっ？　なんなの──!?」


    「つまんないダジャレ言わないの！　いまシリアスなんだから！」


    　ケンケンは小こ森もりさんによって椅い子すを取りあげられてしまった。空気椅子でぷるぷると震ふるえる。


    「ダシャレじゃねーよ。あいつもプリン好きだから。うちの冷蔵庫からプリン持っていってやったんじゃねーか」


    「健けん太た……。それって葉は月づきさんに、あとでものすごく折せつ檻かんされなかったか？」


    「おう。トラウマになったぜ」


    「ケンケンのオンナコワイはどーでもいーから。……で、どうだったの、こてさしゅさん？」


    「会えなかった」


    「なんで？　風邪じゃない病気だった？　なんかハシカとか風ふう疹しんとか？」


    「そういう感じでもなかったんですよね」


    　ジンジンが顎あご先さきに手をかけつつ、思し案あん顔がおで言う。


    「話せたのはインターフォン越しでしたけど。帰って、会いたくない──の一いつ点てん張ばりでして」


    「ケンケン!!　おまえかーっ!!　おまえのせいか!!　どんな嫌きらわれるようなことをしたーっ!!」


    「なんで俺のせいになるんだよ？」


    「だってこてさしゅさん、ケンケンのこと好きなんだよ？」


    「知ってるよ。……俺だって好きだぜ？　こてさしゅのこと？」


    「こいつは……」


    　霞は疲つかれ果はてて、がっくりとうなだれた。ケンケンはいまだにわかっていない。「好き」には二種類あるということが、ま～ったく！　ぜ～んぜんっ！　わかってない！　このお子様!!


    『ケンケン君。LIKEとLOVEだよ。英語でいえば』


    「だから俺。LOVEのほう、わかんねーんだって。勉強してんだけど」


    　ケンケンはそう言うと、机つくえの上のラノベをぱしっと叩いた。


    「来るそうです」


    　不意にそんな言葉が聞こえて──全員の視線が、ずびっと一点に集中した。


    「僕にだけ会うと言っていましたが。説せつ得とくに成功しました」


    　スマートフォンをかざして、ジンジンがそう言った。

  


  [image: ]



  
    小手指さんの受難②
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    　かっちこっちと、壁かべのハト時計の刻きざむ音が、異い様ように大きく感じられる。


    　振り子のリズムさえ遅おそくなっているかのようだった。一秒が明らかに一秒でない。


    　誰もが、この一時間を、ひどく長く感じていた。


    　小こ手て指さしさんが部室に来るというメールがあった。その約束の一時間後がもうすぐやってくる。


    「だいじょうぶかな？　迎えに行かなくて……、平気かな？」


    　もう十一月だ。日はひどく短い。外そとはすっかり暗くなってしまっている。


    「カゼとかだったら、あんまり出歩いちゃいけないよね。寒いよね」


    「どうも病気とかではないみたいなんですが……」


    　何通かのメールを彼女とやりとりをしていたジンジンは、はっきりとしない物もの言いいをする。


    「もうすぐ来るんですから。待ちましょう。本人に直接聞くのが早いですよ」


    「そ。そだね」


    　霞かすみはケンケンをちらりと見た。


    　目を閉とじて、腕うで組ぐみをして、どっしりと座っている。


    　待つのが一番苦にが手てそうなタイプなのに。聖せい羅らよりもジンジンよりもジルよりも、もちろん霞なんかよりも、ぜんぜん落ちついている。もっとも、動どうじていないランキングでダントツでトップなのは小こ森もりさんであるが──。きっとたぶん間違いなく一ミリだって動いていない。


    「カスミ。こてさしゅを信じろよ。あいつは来るっていったら来るんだから」


    「し、しんじてるけど──。てゆうか。なに。ケンケンのくせに」


    　なにそれ。ケンケンのくせに。むかつく。


    　その時──。こんこん、と、ドアが小さくノックされた。


    「え？　あっ──来たっ!!」


    　思いっきり飛びあがって、畳たたみの上で足を空くう転てんさせて、大おお慌あわてになって──霞はドアに飛びついていった。


    「はい！　はい！　はいはい！　入って入って！　こてさしゅさん！　──って？」


    　思いきり勢いきおいよくドアを開あけた霞は、そこに立つ人物を見て、きょとんとなった。


    「あれ？　えっと……」


    　ちがった。小手指さんじゃなかった。髪型とかは同じだけど。でも。ぜんぜん別なひとだ。


    　だって……。言いにくいけど……。体重がぜんぜん違う。


    　小手指さんもどちらかといえば、ぽっちゃり系でお尻しり大きいめだったけど。この人はいうならば超ちようぽっちゃり系。いや。超超超超……くらい？


    　でも……、だれコレ？


    「わからないのも無理はないかもしれませんけど……。小こ手て指さしです。小手指なんです……」


    「えっ？」


    　そんなはずはない。どれだけ少なく見み積つもったって、小手指さんの三倍は体重があった。


    　だからぜったい別人のはず。


    「でも小手指なんです」


    「ええっ!?」


    　その声は確かに小手指さんだった。


    「えええーっ!?」


    　霞かすみはようやく現実を直ちよく視しした。まんまるく目を見み開ひらいて、まじまじと見つめた。


    「ここまで大変じゃなかったですか」


    　ジンジンが隣となりに並んできた。なに言ってんだろ、とか思って──すぐに、歩くのが大変なのだという意味だと気がついた。


    「約束通り。来たけど。……もしも噓うそだったら。私。貴方あなたのこと。一生許ゆるさない」


    　ぎろりと、人の殺せる眼がん光こうで、小手指さんはジンジンを睨にらみつけた。


    「眠ねむいですね」


    「はい？」


    「そんな脅おどしには意味がないと言ったんです。僕は前に言いましたよね。仮かりに小手指さんの体重が二倍になったとしても、健けん太たの態度は、なにひとつ変わるはずがないと」


    「三倍よ！」


    　小手指さんは叫さけんだ。


    「──いま私！　体重百五十キロあるもん！」


    「二倍も三倍も四倍もたいした違いはないですよ。──ほら健太。小手指さんだけど」


    　ジンジンはドアから横に動いて、ケンケンから彼女の姿がよく見えるようにした。


    「なー。どしたんだー。こてさしゅ？」


    　ケンケンが無ぶ遠えん慮りよに訊きく。きょとんとした顔をこちらに向けている。


    　小手指さんが、ぐっと息を呑のむ。


    　どしたんだー、と訊かれたときに、彼女の顔色は変わった。激太りしてしまった自分をケンケンがどう見ているのか。どう思うのか。怖こわくて怖くてたまらないという顔だ。


    「なー。はいれば？」


    　ケンケンが訊いていたのは、その姿どうしたんだ？　──のほうではなかった。


    　なんで入らないの？　──というほうだった。


    　そのことに気がついた小手指さんは、少しだけほっとした顔になる。部屋に入ろうとする。


    　だが入れなかった。


    　彼女の体はドアの枠わくにつっかえてしまっていた。
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    「せーの！」


    　全員で力を合わせて、思いっきり──押しこんだ。


    　すっぽんと音を立てて、彼女は部屋の中に抜けていった。その勢いきおいのままで畳たたみの上を転ころがってゆく。


    　止とまらない。止まらない。止まらない。


    　いまの小こ手て指さしさんは、ほぼ球きゆう体たい。慣かん性せいの法則のままに、まっすぐ転がっていった。


    　コタツの足にぶつかったところで、ようやく止まる。


    「こてさしゅさん！　だだだ──大丈夫っ!?」


    　霞かすみが駆かけ寄る。


    　抱かかえ起こす──というよりは、九〇度ぶんだけ転がして、頭をこっち向きにさせる。


    「うう……。死にたい……」


    　小手指さんの目から、涙がぽろりとこぼれ落ちる。


    「だいじょうぶだよ！　こてさしゅさん！　カワイイ！　カワイイから！」


    　霞は手をくいくいと振って、うずうずした顔でそこに立っている聖せい羅らとジルとを呼びつけた。


    「So cute!」


    「だ、だーいぶ！　ですわー」


    　二人は小手指さんのお腹なかと背中とに、ぎゅーっと飛びついた。


    「ほら、こもりんも！」


    「ですが……」


    「はやく！」


    　小こ森もりさんもやはり女の子。巨大テディ・ベアにタックルする要よう領りようで、小手指さんにしがみつく。


    「ぎ、ぎゅーっ……」


    「ほら男だん子したちも！　ダイブもしくはなんか気の利きいたことを言う！」


    　激太りしてしまった小手指さんに対して、気にしてないよ、ということを言げん動どうで──つまり行動もしくは言葉によって伝えねばならない。


    　女じよ子したちは行動で示したわけで──。それもべつに無理したりウソ言ったりしたわけではない。


    　なんか。ラブリーなのだ。このバージョンの小手指さんは。


    「僕の意見なんてこの際さい関係ないと思いますよ。小手指さんだって眼がん中ちゆうにないでしょう」


    「じゃあケンケン！　ほら！」


    「えー？　なんか、っつーたってなー……？」


    　両手を頭の後うしろで組んで、ケンケンは困こまった顔で突っ立っている。


    　小こ手て指さしさんは顔を背そむけた。小さな声を絞しぼり出す。


    「私……。健けん太た君には……。会いたくなかったの……。こんな姿……。見せたくなかった……」


    「ほら！　──ほらぁ！　ケンケン！　こっちくる！」


    　ケンケンは、こっちきた。


    「ほら！　なんか言う！」


    「なんかっつーたってなー……」


    　ケンケンは、ぐずぐずしている。


    　ほんとグズ。


    「なんかあるでしょ！　なんにも思わないの？」


    「べつに思わねーよ」


    「優しいことのひとつも言いなよ」


    「だからー……。なんで？」


    　ケンケンは本当にわからないという顔で、きょとんとしている。


    「なんで──って」


    　霞かすみは絶句した。


    　だめだ。こいつに女おんな心ごころを理解させられる自信がない。


    「私……。太っていても……。いいの？」


    　小手指さんはケンケンに問いかけた。


    「いいんじゃねーの？」


    「こんな姿でも……、きらわない？」


    「嫌きらうわけねーよ」


    　ケンケンの言葉に、小手指さんは真しん摯しな顔で耳を傾かたむけている。その言葉をひとつひとつ胸むねにしまおうとしている。


    「どうして……？」


    「だって、こてさしゅは、こてさしゅだろ？　べつになんもかわんねーよ」


    「………」


    　小手指さんは無む言ごんでケンケンのことを見つめ返した。


    「ほら。噓うそではなかったでしょう」


    　ジンジンが彼女の肩かたに手を置いた。その手の上に、小手指さんは自分の手を重ねて、こくんとうなずいた。


    「よかった。周す防おう君。貴方あなたのこと、呪のろい殺さないで済んだわ」


    　いつもの小手指さんが戻ってきた。
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    　皆でコタツを囲かこむ。


    　八人のときのポジションは、霞かすみと小こ手て指さしさんが横並びだったが、それは不可能となったので、いまは縦たて並びだ。霞は小手指さんの〝上〟にいた。ぽっこりと弾だん力りよくのあるお腹なかが、いい感じに背もたれとなっている。


    「だけど。困こまったよねー」


    　霞は皆にそう言った。


    「だなー。ドアを通れないのはたしかに困るよなー。あのドア大きくできねーかな？」


    「ひどく建設的な意見だね。ケンケン。でも黙だまってようね」


    「ちぇっ」


    「こてさしさん。このままだと。やっぱり困るでしょ」


    「なんで？」


    「女おんな心ごころのわからないやつは、黙っていようね。ケンケン。そろそろぶっコロすよ」


    「ちぇっ」


    「ねえ。こてさしゅさん。なんで太っちゃったか……、わかんないの？」


    　真ま上うえに見える太い首を振り仰あおいで、霞は訊きいた。


    「さあ。ぜんぜん心当たりがないんです……」


    「ごはん。たくさん食べるようになっちゃったとか？」


    「さあ。いつも通りなんですけど」


    「じゃあ、なにかほかに原因に心当たりある？」


    「さあ……」


    　小手指さんはそう言うばかり。


    　首を横に振ろうとしているのだが、胴どう体たいと一体化している太い首はほとんど動いていない。


    「だけど変ですよ。たとえ原因があったとしても、こんな短期間に、こんな変化があるなんて異常……ああ失礼。そうした意味ではなくて、変化の激しさが常じよう識しき外がいっていう意味ですけど」


    「あの。お菓か子し食べてもいいですか」


    「どうぞー」


    　コタツの上には、ポテチとカールと、キノコとタケノコの箱が置いてある。


    　小手指さんは袋を開あけると──。素す手でで、わしっと摑つかみにいって、もっしゃもっしゃと食べはじめる。


    「わー」


    　霞は悲ひ鳴めいをあげた。


    「原因はこれだったかー。こてさしゅさん、そんな食べかたしていたら、そりゃ太っちゃうってばー」


    　ポテチの一袋がほんの三み摑つかみほどで消えてしまった。小こ手て指さしさんは次の袋を開あけにかかっている。


    「え？　なんかおかしいですか？　普通に食べてるだけですけど」


    　体重が三さん倍ばい増ぞうになったことで、〝普通〟の基準がすっかりいれかわってしまっているらしい。


    「わたくしが占うらなってみましょう」


    　聖せい羅らのそんな声が聞こえて、皆の顔がそちらに向いた。


    　私し物ぶつのロッカーから水すい晶しよう玉だまを取りだしてきた聖羅が、占いをはじめていた。本物の水晶でできた真しん球きゆうを、紫むらさきのビロードの上に広げて、手をかざして覗のぞきこんでいる。


    「──なにかの呪のろい、と出ましたけども」


    「まったまたー。もー。セラちゃんてばー」


    　霞かすみは手をぱたぱたと振った。頭ず上じようからこぼれ落ちてくるカールを拾って食べる。


    「そうですよ。天あま使つか先せん輩ぱい。呪いだとか。非科学的です。だいたい誰が呪うんですか」


    「ぶう」


    　霞とジンジンに[image: ]そろってダメ出しをされて、聖羅は唇くちびるを尖とがらせた。


    『悪い精せい霊れいでも飛んできたのかな？』


    「だからジルちゃん。精霊もナイから」


    「ああでも……。小手指さんが部活に入ったので、それを妬ねたんでっていうのは呪う理由に──」


    「なに言ってんのジンジン。誰が小手指さんを妬むの」


    「四しノの宮みや先輩は三年だから知らないでしょうけど。健けん太たは人気あるんですよ」


    「ナイナイ。呪いも妬むのも人気あるのも、ぜんぶナイから」


    「そうですね。まあ僕もたしかに、呪いも精霊もないと思います」


    「ぶう」


    　聖羅はまたも唇を尖らせた。


    「お菓か子し。もうないですか？」


    「うわっ。こてさしゅさん。もう全部食べちゃったのっ!?　あーキノコもタケノコもない！」


    「お菓子の袋って、もっと大きくなかったですか？　最近のお菓子って、どれもこんなミニサイズの小袋なんですか？」


    「お菓子の袋のサイズは変わってないから！」


    「私……。やっぱり……。このまま一生この体型のままなんでしょうか」


    「だいじょうぶ！」


    　霞は声を張りあげると、立ちあがった。


    「こてさしゅさん！　こーゆーときはね──特訓だよ！」
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    「ひいひい、はあふう」


    　小こ手て指さしさんがどすどすと大だい地ちを揺ゆらして走っている。


    　自転車に乗った霞かすみは、ぴっぴっと笛ふえを鳴らしながら皆を先せん導どうしている。


    「がんばれー。こてさしゅー。俺おれも一緒に走ってるー！」


    　小手指さんのすぐ隣となりを、ケンケンが励はげましながら走っている。もしケンケンと一緒でなかったら、小手指さんはとっくにリタイアしていたことだろう。しかしケンケンと一緒であるかぎり、小手指さんの気力は無限に供きよう給きゆうされる。


    「ここで五分ほど休きゆう憩けいです」


    　最さい後こう尾びを走っていたジンジンがストップウォッチを押しながらそう言った。


    　ルートの途中にちょうど公園がある。そこで休憩を取るようなコースとタイムスケジュールとなっている。


    「小手指さん。水分補ほ給きゆうしてください。これをどうぞ」


    　ジンジンが水すい筒とうを差しだす。


    　一口飲んで、小手指さんは顔をしかめた。


    「まずいわ。なんだか甘あまじょっぱい」


    「お手製のＯＲＳです。水一リットルに対して砂さ糖とう四十グラム。食塩三グラム。味はまずく感じるのが正常です。おいしく感じたら脱だつ水すい状態の危険信号ですから」


    「もう博はか士せだね。ジンジン」


    　霞は言った。


    　やっぱジンジンはこういうところはすごい。超ちよう中学生級だ。


    「食事のほうも任まかせてください。脂し質しつと糖質は避さけますが、繊せん維いと蛋たん白ぱく質しつとミネラルはたっぷり摂とります」


    　運動量。水分補給。そして食事。ジンジンの作ったダイエット・メニューは完かん璧ぺきだった。


    「もう一週間もこうしてやっていますけど。やはり運動生理学だけでは効果は薄うすいですね」


    　小手指さんの体型にちらりと目をやる。数キロか。あるいは十キロくらいは減っているかしれない。しかしぜんぜん足りない。焼やけ石に水ということわざがぴったりだった。


    　ジンジンがストップウォッチに目をやった。休憩時間はあっというまに過ぎ去ってしまう。


    　小手指さんは重たい体を引きずるようにして、ふたたび、走りはじめた。


    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊


    



    　部室に到着すると、ジルの出迎えを受けた。


    『あ。おかえりー』


    　部室はなんだかすごいことになっていた。まず聖せい羅らと小こ森もりさんとが、魔ま女じよの格かつ好こうになって、大おお鍋なべをぐつぐつと煮に込こんでいる。


    　ジルはジルで、あれはネイティブアメリカンの祈き禱とう師しの格好なのだろうか。羽は根ね飾かざりを頭や体にいっぱい付けて、色とりどりの砂すなを使って床ゆかに模も様ようを描いている。


    「セラちゃんもこもりんも、ジルちゃんも。──なにそのカッコ？」


    「雰ふん囲い気き作りですわ」


    　大きな魔女帽ぼう子しをくいっと持ちあげ、聖羅が言う。


    『精せい霊れいを呼ぶにはそれなりの支し度たくがあるの』


    「そ、そうなんだ……」


    　霞かすみはたじたじとなった。


    　ジンジンのほうが科学ダイエット派なのだとすれば、こちらはおまじない派。オカルト派。もう一週間も大鍋を煮込み続けている。


    「薬は完成しておりますわよ」


    　魔女姿でポーズを付けて、聖羅は言った。


    　ここ数日。霞たちが小こ手て指さしさんのダイエットメニューを手伝っていたのとは別に、聖羅たちオカルト組は、もう一方の準備を進めていた。


    　聖羅は小森さんと交こう代たいで、大鍋を七日七晩煮込んでいる。ジルは野山を駆かけまわって材料集めだ。お約束のイモリの黒焼きにはじまり、コウモリの羽、人の形をしたニンジン、その他諸もろ々もろ、妖あやしげな材料を集めていた。


    　スポーツ力りき学がくにのっとった運動で体の準備をしたうえに、そこに聖羅の秘ひ伝でんの薬でブーストをかける。科学と魔ま術じゆつの融ゆう合ごうだ。いや魔術じゃないけど。薬やく学がくとかだろうけど。……たぶん。


    「森もりの手配で、かなりレアな材料も入にゆう手しゆできました。──効きき目のほどは、たしかですわよ」


    　片方の目をつぶって、聖羅はそう請うけ負おった。


    「さ……。これを」


    　魔女が大鍋から、形容しがたい色の液体をひとすくいする。


    　器うつわに注そそぎ、小手指さんに差しだす。


    　小手指さんは、おそるおそる受け取った。


    「[image: ]やせ薬です」


    　両手に収おさめた器のなかの、ふつふつと泡あわ立だつ、おどろおどろしい液体を見つめて──。小手指さんは不安そうな顔を皆にめぐらせた。


    「だいじょぶだ。聖羅とジルのやつを信じろ」


    　ケンケンに言われる。その一ひと言ことで彼女には充分だった。


    　それが毒どくであれ薬であれ──小手指さんは、一気に呷あおった。
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    　そして三日が経たった。


    　その日の放課後。皆は部室で小こ手て指さしさんを待っていた。各かく自じ、コタツにいたり、机つくえについていたり、様々に時間を過ごしている。


    　ジンジンが貧びん乏ぼう揺ゆすりをしている。聖せい羅らの上うわ履ばきの爪つま先さきで、向こう臑ずねをしたたかに蹴けりつけられて、顔をしかめる。それだってもう何度目かの光こう景けいだ。


    　魔ま女じよの薬を口にしてから、小手指さんは三日間、学校を休んでいた。今回の休みの理由はハッキリしていて、[image: ]やせ薬の効果のせいだった。


    　今日も授業は休んでいたが、さっき小手指さんからのメールがジンジンのスマートフォンに届いてきた。部活には顔を出すという。


    　霞かすみは気が気ではなかった。果たしてダイエット作戦は成功したのか。薬は本当に効きいたのか。小手指さんは元に戻ることができたのか。


    「霞。落ちつけ」


    「なにそれケンケンのくせにえらそうに。むかつく。あんた打たれ弱いケンケンなんだから、もっとアワアワびくびくえぐえぐ涙目になってなさいよ」


    　ケンケンはあぐらをかいて、目を閉とじて、腕うで組ぐみをして、どっしりと座っている。霞の悪あく態たいにもびくともしない。


    　霞もちょっとはケンケンを見習って、どっしり構かまえようとした。構えようとしたのだが──。


    「やっぱ無理いぃーっ！」


    　大声をあげると、霞は立ちあがった。


    「来たぞ」


    　ケンケンが目を見み開ひらいて、そう言った。


    　わずかに遅おくれて、こんこん、と、ドアが小さくノックされる。


    「あそぶ？　はなこさんごっこ？」


    「ちがうの」


    　霞は蛍ほたるちゃんを抱だき寄せた。膝ひざの上にだっこして、腕を回してぎゅっとやる。


    「どうぞ」


    　霞は控ひかえめな声で──しかし、はっきりと、そう言った。


    　ぎいい、と、ドアが外そと側がわから開あけられてゆく。


    　西日が真ま正しよう面めんから差しこんできた。視界がオレンジに一いつ挙きよに染そまる。


    　はじめに見えたのは、黒く切り抜かれたシルエット。その輪りん郭かくが意味する物もの事ごとに──誰もが気がついた。


    「かげふみ？　するの？」


    　膝ひざの上の蛍ほたるちゃんが、ぽかんと言う。


    「ちがうって」


    　霞かすみは蛍ちゃんの体を、ぎゅっと抱だきしめた。とても暖あたたかかった。


    　やがて皆の目が、夕日の明るさに慣なれてきた。


    　小こ手て指さしさんの顔が見える。体も見える。服のサイズは普通にＭだった。ということは──。つまり──。


    「こてさしゅさん！　よかった！　よかったね！」


    　いつもの美び貌ぼうがそこにあった。いつもの小手指さんだった。


    　大声をあげて喜よろこぶ霞に、小手指さんは、しいっと──一本指を口くち許もとにあてて示してきた。


    　彼女はその顔をケンケンの顔にまっすぐに据すえた。


    「あの……。健けん太た君。こんなに……、なっちゃいましたけど」


    　スカートの裾すそをちょんとつまみあげて、はにかむように、小さく笑う。


    　その笑いの奥には、期待と怯おびえが半分ずつ混まざりあっていた。彼女がなにを怖こわがっているのか、霞にはなんとなくわかった。女の子だったら、たぶん、誰だって、わかるはず。


    　彼女は怖いのだ。


    　取り戻した自分の美貌が、男の子を魅み了りようしてしまうことを。なぜなら彼女が好きになってしまった男の子は、そういうことで女の子を見たりしない人間だったから……。


    　男の子はぽかんとした顔をしている。


    「なー。こてさしゅー」


    　彼は言った。


    　女の子の不安は頂点に達した。唇くちびるをきつく嚙かんで、男の子の言葉を待つ。


    「なー。はいれば？」


    　小手指さんの顔に浮かんだのは、まず驚おどろき。そして喜び。でもそれはすぐに泣き顔になって、くしゃくしゃになってしまった。


    「好き──!!」


    　ミサイルのようにまっすぐに一直線に、小手指さんはケンケンの胸むねに飛びこんでいった。


    「おっ？　おいっ？　なんだよ？　こてさしゅ？」


    　ケンケンは戸と惑まどっている。──だろうね。一生わかんないかもね。あんたには。


    　ジンジンが自じ慢まんのスマートフォンでカメラを起き動どうさせている。皆で部屋の中央に集まって、そしてまーだ抱き合っている二人を、引っぱってくる。


    「はいはいはい。くっついていて、いいから──真ん中にきてねー」


    　そして皆で、カメラに向かって──。一いつ斉せいに──。


    「ぶいっ！」

  


  [image: ]



  
    　　あとがき


    



    　ＧグツＪジヨ部ぶ中等部もついに七巻となりました。


    　二度目の秋です。食欲の秋です。コタツが恋しい季節です。ハロウィンもやってきたりします。


    　そしてＧＪ部中等部にも新部員がやってまいりました。といってもすでにおなじみの方ですけど。


    『もう入っちゃえばいいのに』とは、これ、ジルの談。


    



    　さて。じつはいくつかニュースがあるのですけど、それは後のほうへと回しまして──。


    　まずは恒こう例れい「取り扱あつかい説明」から。


    　本書は四コマ小説です。中学生の女子と男子とが、一つの部室で、わーきゃーひゃーと賑にぎやかに過ごす中学生ライフの活動記録集です。一話はきっかり四ページとなっておりまして、大変、読みごろな分量です。電車の一駅区間や授業の合間の短い休み時間にも、さっと取り出してさっと読めること、請け合いです。


    　仕事の合間にどぞ。勉強の合間にどぞ。


    　現代人に不足しがちな「ゆるふわ成分」を、ぜひＧＪ部で補給してください。


    



    　つづきましては、元ネタリスペクトのコーナーです。


    「ＧＪ部そうせんきょ」はアレですね。きっと霞かすみがテレビでＡＫＢ48を見たのでしょう。


    「撃っていいのは──」は作中でジンジンが解説していますので、割かつ愛あいしまして──。


    「貴方あなたはこれまでに食べたパンの枚数を数えたことはあって？」に関してです。これ、原典は「おまえは今まで食ったパンの枚数を覚えているのか？」という台詞せりふです。ＤＩＯデイオ様の名台詞です。言わずと知れた名作「ジョジョの奇妙な冒険」（著／荒あら木き飛ひ呂ろ彦ひこ）より。


    



    　さてニュースです。


    　この本をお手に取られた書店の店頭。たぶんこの『ＧＪ部中等部⑦』の近く。ガガガ文庫と同じガガガブルーの鮮烈なカバーで、ＧＪ部と同じサイズの、よく似た本があるんじゃないかと思います。たぶん本巻の真横。


    　その「ＧＪ部活動記録集」というタイトルの本は、アニメ「ＧＪ部」のファンブックです。


    　二〇一三年の一月から日本テレビほかで放送されていたアニメの活動記録集となっています。アニメを観た人にも観られなかった人にも、どちらの方にもお勧すすめです。新あら木きもスタッフとの対談インタビューに参加しました。書き下ろしで四コマ小説を四話ほど書いています。あるやさんのカラーイラストもあります。


    　もう一つのニュースです。


    　日テレやガガガ文庫の公式サイト。公式ツイッター（@gj_anime）。……などなど。各種メディアで、すでにご存じの方もいらっしゃるかと思います。また本巻の帯で「え？　なにそれ？」と驚きになった方も多いかと思います。


    　ＧＪ部のアニメの続編が制作決定です。「ＧＪ部、ニューヨークに行く!?」だそうです。


    　動くみんなにまた会えます。楽しみに待っていてください。新あら木きも楽しみです。新しい情報は追って発表されますので、前記の各種情報源を、お見逃しなく。


    



    　最後は著者サイトのお知らせです。


    　アンケートなどをやってます。霞かすみたちの中学生ライフに対する感想や反響をお聞かせください。


    



    ↓携帯電話の方はこちらからどうぞ


    http://www.araki-shin.com/araki/keitai.htm


    ↓パソコンなどフルブラウザ専用ページ


    http://www.araki-shin.com/

  



  
    新木　伸


    Shin Arak


    



    キャラクター原理主義者のラノベ作家。エアコン完備の引っ越し先にて快適な執筆ライフを送っている。新アパートはラーメン二郎が近くてご満悦。この夏のキュウリの収穫はたったの５～６本でしたわー。虫がついたり肥料切れを起こしたり、キュウリって栽培が難しい……。
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